
へ
略
偽

16とおガ♂し3

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
“
立

　
　
　
　
中
県
百
年
”
の
記

　
　
　
　
　
　
　
念
事
業
と
し
て
、

　
　
　
　
付
か
ね
て
編
さ
ん

史
緩
遭
雛
勲
離

県
予
耐
韓
黙

潟
ま
六
年
三
月
末
に

　
　
　
　
い
四
巻
が
刊
行
と

新
だ
な
－
モ

　
　
　
　
た
齢
鮪

　
　
　
　
　
　
　
は
、
未
公
刊
の

史
料
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
新
潟

県
の
歴
史
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資

料
集
で
す
．

　
こ
の
機
会
に
多
く
の
み
な
さ
ん
の

購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
．

今
回
刊
行
巻
の
内
容

●
原
始
古
代
二
　
文
献
編

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
〇
〇
円

●
近
世
　
　
上
越
編

　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

●
近
世
二
　
中
越
編

　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

●
近
世
四
　
佐
渡
編

　
　
　
　
　
　
　
四
、
八
O
O
円

申
込
み
先

　
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室
（
〒
九

五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

（
3
0
二
五
二
－
二
三
ー
五
五
一
一

番
）
へ
。

申
込
み
方
法

　
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
購
入

巻
名
、
冊
数
、
公
用
、
私
用
の
別
、

電
話
番
号
な
ど
を
記
し
、
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
刊
行
し
た
、
つ
ぎ

の
二
冊
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
希

望
者
は
早
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
近
世
下
越
編
　
　
四
、
六
〇
〇
円

●
明
治
維
新
編
－
　
四
、
八
○
○
円

（
い
ず
れ
も
送
料
別
）

　
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
で
、
料
理

店
、
飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用
す
る

機
会
が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
十
習
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
税
金

を
受
け
と
っ
た
し
る
し
に
、
公
給
領

収
証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
金
と
い
っ

金
子
幸
造
議
員
急
逝

し
ょ
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納
め

た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
定
金
額
（
免
税
点
）
以

下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
公
給
領
収
証
は
発
行

し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
旅
館
や
飲
食

店
な
ど
で
遊
興
（
芸
者
な
ど
婦
女
の

接
待
を
伴
う
行
為
）
を
伴
う
飲
食
を

行
っ
た
場
合
は
、
免
税
点
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

免
税
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分

免
　
税
　
点

料
理
店
・
小
料
理
店
・
バ
ー
な
ど

な
　
し

　
テ
旅
ホ
館
ル
宿
泊
（
翫
腹
鵜
粛
諺
癩
聾
躍
離
蔽
．
）

一
人
一
泊
に
つ
き

　
四
、
O
O
O
円

宿
泊
者
の
追
加
飲
食
・
夜
食
・
間
食
・
昼
食
な

ど
日
帰
り
者
の
休
憩
及
ぴ
飲
食

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
O
O
O
円

飲
食
店
・
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
○
O
O
円

経
理
区
分
食
堂
（
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
な
ど
）

一
品
に
つ
き

　
一
、
○
O
O
円

仕
出
し
・
出
前

一
人
前

　
二
、
O
O
O
円
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金
子
幸
造
議
員
が
、
十
一
月
二
十

五
日
急
性
心
筋
梗
塞
の
た
め
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
、
昭
和
七
年
生
ま

れ
で
、
多
年
建
築
業
界
の
発
展
や
、

母
子
福
祉
を
中
心
と
す
る
社
会
福
祉

の
向
上
に
も
尽
力
さ
れ
、
衆
望
を
に

な
っ
て
昭
和
四
十
二
年
五
月
市
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
来
四
十
六
年
、

五
十
四
年
と
再
選
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
．
在
職
中
は
、
予
算
、
決
算
の
特

別
委
員
長
を
初
め
、
総
務
文
教
常
任

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
し
、
そ
の
誠
実
な
人
格

と
若
さ
は
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
任
半
ば
の
急
逝
が

惜
し
ま
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
生
前
の
ご
活
躍
を
し
の

び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
．

菱懸に建⑨麟
　　　～七福なます～，

　疋肩料理に頭を悩ます時

にも神を紹きそうな犠七福

　　ダミー人形を寄贈
　十日町ロータリークラブ（会長大島

敬策）では、交通安全教材として、ダ

ミー人形一式（衡突実験用20万円相当）

を市に寄贈しました。

　市では、今後その愛称を募集し、園

児、児童を対象の交通安全教室に活用

できると感謝しています。

寄付ありがとう

　》椿会十β町支部　10，330円　》星

名ミサ（八幡田町〉　1，100円　》内藤

直義（控木）　1，000円　レ三輸新一（高

田町1）　10万円…香典返し

　
建
設
業
の
登
録
等
に
必
要
な
納
税

証
明
書
を
請
求
す
る
場
合
、
交
付
手

数
料
と
し
て
、
証
明
書
一
枚
に
つ
き

百
円
の
収
入
証
紙
で
納
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
証
明
書

一
枚
に
つ
き
二
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
自
動
車
の
車
検
時
に
必
要

な
納
税
証
明
書
等
、
無
料
の
も
の
の

F期になり，ました。そこで・、いか

iなます“をご紹介します。

口作砂方

（11大根は5㎝長さの千切り、し

いたけはうす切り、れんこんは

大きさにょって半丹か銀杏のう

す婿りとし、酢水につけてアク
抜きする。　（酢オく‘ま水3カップ

酢大さじ1）

｛2》人参は花型で抜き、ごくうす

切サとしズ塩をふり、しんなりし

たら永洗いし塩をおとしておく。

　臼たきは姦でてアク抜きし、
薮q蘭畏ざに切る。

③臼ごまは妙って包丁で荒切り

出し昆布ははさみで細く切り、

柚子の皮は千切りとする。

樹甘酢を作って味みしておく。

⑤底の平らな鍋で人参を除いた

全部の材料を強火で妙める。（歯

ぎれがあり、大根臭さがとれた
らよい。）

⑥熱いうちに全部の材料を混ぜ

甘酢につけ込み、十分冷やして
供す。

■材料と分糞（4人翻）

　分　量

1509
1009
中2枚
309
1／2ケ

大さ’じ1
5㎝
少々

材料

大さじ3～3．5
　”　2．5
／1・さじ1

　ガ・1
　が　1
大さじ1．5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油

　
ん
け
　
　
　
布
皮
〕
　
糖
　
淋
う

根
こ
た
参
き
ま
昆
の
酢
　
　
　
　
よ
油

　
ん
い
　
た
ご
し
予
甘
酢
砂
塩
殊
し
め

大
れ
し
人
臼
臼
出
柚
〔
〔
妙

　一コツー
●強火で短時間に料理す

る。弱火だと水っぽく歯

ぎれが悪くなる。

●時間をおくと、味が馴

染んでおいしくなる。

酒井環）（駅通り

取
扱
い
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
収
入
証
紙
は
財
務
事
務
所

で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

銀
行
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
⑳
・

　
▼
十
二
月
十
六
日
㈹
　
午
前
九
時

半
～
午
後
一
時
半
ま
で
　
中
条
八
幡
、

中
町
、
中
条
旭
町
の
各
一
部
、
上
町
、

旭
ケ
丘
、
上
原
　
▼
十
二
月
十
七
日

困
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

四
日
町
第
一
～
第
四
の
各
一
部
　
▼

十
二
月
十
七
日
困
　
正
午
～
午
後
四

時
ま
で
　
中
条
島
、
中
町
、
中
条
旭

町
の
各
一
部
、
太
子
堂
、
尾
崎
、
塚

田　
　
　
　
　
　
　
、
遺

事
ヒ
げ
2
　
論

　
O
い
よ
い
よ
雪
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

「
雪
が
降
っ
て
も
雪
の
な
い
時
と
格

差
の
な
い
生
活
を
し
た
い
」
と
い
う

願
い
も
、
交
通
確
保
と
屋
根
雪
の
合

理
的
な
処
理
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

大
部
分
が
解
決
さ
れ
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
そ
の
弔
ヨ
を
テ
r
マ
に

考
え
て
み
ま
し
た
。
広
報
協
力
員
の

鈴
木
蘭
、
樋
口
信
二
、
庭
野
泰
明
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
．
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〈夜間除雪〉

　道路確保のため、市の雪害対策本部では、

夜間6時半から、11時までの間に夜問除雪

を行っています。ブルドーザー5台、タイ

ヤショベル4台、グレーダー2台、・一タ

リー3台をそれぞれローリングしてやって

います。夜間は、それだけ危険もあります

ので、該当地域の市民の皆さんのご協力を

お願いします。

・雪害被害状況

　●屋根からの転落事故

　　　　　・・3件（全部重傷）

　●水あがり

　　　　床上浸水……3件

　　　　床下浸水……5件

　　　　便槽浸水……12件

　●家屋倒壊
　　　　工場倒壊……2件

　　　　（人災被害なし、機械に被害）

　　　　　　　　　　　（1月6日現在）一

道
路
確
保
の
た
め
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
1
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
1

う
と
こ
ろ
は
、
ゆ
ず
り
あ
い
な
が
ら

市
民
一
丸
と
な
っ
て
協
力
す
る
こ
と

こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。

水
あ
が
り
防
止
を

　
今
冬
に
入
っ
て
、
床
上
、
床
下
、

便
槽
等
の
浸
水
は
、
す
で
に
十
数
件

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
、

セ
キ
等
へ
の
無
謀
な
雪
の
投
げ
入
れ

が
起
因
し
て
い
ま
す
。

　
積
雪
が
多
く
な
り
、
各
家
の
雪
降

ろ
し
の
回
数
も
増
え
、
そ
の
投
雪
さ

れ
た
雪
に
よ
る
幣
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
豪
雪
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

第
一
に
道
路
の
確
保
を
図
り
、
日
夜

の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
現
在
の
異
常
集
中
豪
雪
に
よ
り
、

道
路
確
保
が
む
づ
か
し
く
な
っ
た
時

生
活
は
絶
対
に
混
乱
す
る
ー
こ
と

を
踏
ま
え
、
特
に
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
最
悪
の
状
態
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め

に
、
屋
根
雪
除
雪
に
つ
い
て
は
、
出

来
る
だ
け
道
路
上
に
投
雪
し
な
い
よ

う
・
し
が
け
、
や
む
を
得
ず
除
雪
し
た

も
の
は
、
す
み
や
か
に
排
除
す
る
．

　
自
分
で
落
と
し
た
雪
は
、
自
ら
が

排
除
す
る
の
が
基
本
で
す
。

　
毎
日
毎
日
、
こ
ま
め
に
そ
の
除
雪

作
業
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
し
、

そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。
現
在
の

異
常
集
中
豪
雪
の
中
で
、
こ
う
し
た

時
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
お
互
い
が
、
が
ま
ん
す
る

と
こ
ろ
は
、
が
ま
ん
し
、
ゆ
ず
り
あ

　
　
、

　
道
路
確
保
の
た
め
、
懸
命
な
除
雪

作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
除

雪
の
最
大
の
障
害
は
違
法
駐
車
で
す
。

　
違
法
駐
車
に
は
、
警
察
署
、
土
木

事
務
所
、
市
で
も
例
年
に
な
い
強
い

態
度
で
対
処
し
て
お
り
、
五
日
に
は

本
町
三
丁
目
に
前
夜
か
ら
駐
車
し
て

あ
っ
た
乗
用
車
が
レ
ッ
カ
ー
車
で
排

除
さ
れ
、
駐
車
違
反
の
取
り
締
ま
り

も
徹
底
し
て
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
道

路
確
保
の
最
大
の
障
害
に
な
る
違
法

駐
車
を
皆
ん
な
で
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
流
雪
の
能
力
を
考
え
な
が
ら
、
さ

ら
に
、
下
流
地
域
の
状
況
を
把
握
し

た
う
え
で
、
計
画
的
に
利
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
火
　
災
　
予
　
防

　
　
　
　
　
　
（

　
雪
お
ろ
し
、
道
路
除
雪
な
ど
に
よ

り
防
火
水
槽
や
消
火
栓
が
、
雪
に
埋

ま
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
豪
雪
の

中
に
お
け
る
消
防
体
制
を
考
え
、
火

災
を
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

雪
お
ろ
し
転
落
事
故

　
　
　
　
　
に
注
意
を
〃

　
回
数
も
多
く
、
す
で
に
雪
を
堀
り

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も

出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
異
常
豪
雪

の
中
で
の
雪
お
ろ
し
は
特
に
危
険
が

簸
ー
　
　
輪

奮
董
｛

　
ゑ
モ

伴
い
ま
す
の
で
、
平
素
の
状
況
よ
り

十
分
注
意
し
て
雪
お
ろ
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
と
お
も
わ
れ

る
家
屋
は
早
急
に
雪
お
ろ
し
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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道
路
確
保
が

も
し
も

で
き
な
く

な
っ
た
ら

　
現
在
の
道
路
交
通
状
況
は
、
き
わ
め
て
悪
く
な
っ
て
い

る
。
違
法
駐
車
や
屋
根
か
ら
の
投
雪
な
ど
に
よ
り
交
通
が

混
乱
し
、
加
え
て
異
常
集
中
豪
雪
に
よ
り
、
道
路
確
保
が

で
き
な
く
な
っ
た
を
き
、
市
民
生
活
は
果
た
し
て
ど
う
な

を
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

　
ゴ
ミ
及
び
し
尿
の
収
集
、
救
急
患

者
輸
送
・
歩
行
通
院
が
で
き
な
く
な

　
　
　
　
　
む

る
。
さ
ら
に
生
鮮
食
料
品
の
入
荷
な

ど
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
生
命
と
健
康
に

も
危
惧
さ
れ
る
状
態
に
な
る
。

　
ま
た
、
学
校
、
保
育
所
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
・
通
園
バ
ス
や
市
内
循
環
バ

ス
等
、
交
通
機
関
は
完
全
に
マ
ヒ
し

孤
立
状
態
に
陥
る
。

露繍購瞬惣無竪

　
商
工
業
は
、
生
産
、
販
売
な
ど
の

日
常
の
活
動
が
大
幅
に
制
約
を
受
け

原
材
料
の
仕
入
、
製
品
出
荷
、
商
品

売
上
、
従
業
員
の
確
保
、
資
金
繰
り

等
、
全
て
の
面
で
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
こ
う
し
た
最
悪
の
状
態
に
さ
せ
な

い
た
め
に
も

　
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
絶

対
に
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

　
現
在
の
異
常
豪
雪
に
対
し
て
、
行

政
も
、
市
民
も
一
丸
と
な
っ
た
対
応

こ
そ
が
、
こ
の
事
態
を
乗
り
切
る
た

め
の
最
善
の
方
法
で
す
。

“
雪
水
の
は
ね
あ
げ

　
　
　
　
　
中
条
H
下
町
・
旭

　
雪
国
に
住
む
も
の
な
ら
、
誰
れ
し

も
一
度
や
二
度
は
、
雪
水
の
は
ね
あ

げ
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
車
な
ど
に
よ
る
雪
水
の
は
ね
あ
げ

は
、
運
転
者
が
、
歩
行
者
の
身
に
な

っ
て
、
注
意
を
は
ら
い
運
転
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
常
識
的
な
防

止
の
方
法
も
、
今
で
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
成
果
と
し
て
表
わ
れ
て
い
な

い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
中
条
の
下
町
、
旭
町
、

中
町
の
三
地
区
で
は
、
こ
う
し
た
被

害
を
少
な
く
す
る
目
的
で
、
朝
の
子

ど
も
た
ち
の
登
校
時
問
（
約
三
十
分

翻

位
）
に
消
雪
パ
イ
プ
を
停
め
る
運
動

を
昨
年
の
十
二
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
だ
け
で
な

く
、
通
勤
す
る
人
も
含
め
て
、
地
域

の
大
き
な
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
る
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

↓
消
防
職
員
…
火
の
用
心
に
ひ
と
工
夫

雪
に
関
す
る
事
故
・
被
害

は
す
み
や
か
に

雪
害
対
策
本
部
に
連
絡
を

地
菖
璽
▽
成
果

通
安
全
協
会
と
相
談
し
、
実
施
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

ゆ
●
愚

　
学
校
と
し
て
も
非
常
に
喜
ん
で
い

ま
す
．
冬
期
問
は
、
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

を
は
ず
し
三
十
分
遅
ら
せ
て
児
童
た

ち
を
登
校
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
児
童

た
ち
も
助
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
が
全
て
を
解
決

す
る
も
の
で
は
な
く
、
歩
道
の
確
保
、

安
全
性
な
ど
、
大
き
な
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　皆んなの声援に送られて・
↓“おじいちゃんガンバレ蟻

　中条旭町
岩田義信さん

区～
を瀞轟

　
消
雪
パ
イ
プ
を
通
勤
・
通
学
時
く

ら
い
は
停
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
…

と
い
う
声
は
数
年
前
か
ら
出
て
い
ま

し
た
。
こ
の
地
区
は
、
道
路
幅
が
狭

く
、
歩
道
の
確
保
に
問
題
が
あ
り
、

さ
ら
に
雪
水
の
は
ね
あ
げ
の
問
題
で

す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
歩
行
者
の

こ
と
を
考
え
た
時
、
特
に
子
供
た
ち

が
か
わ
い
そ
う
で
し
た
の
で
、
小
学
校

P
T
A
の
運
動
を
起
点
に
、
地
区
交

鑛璃
鱗

↑
年
下
の
者
に
は
追
越
さ
れ
ま
い

　
一
月
二
日
、
小
雪
降

る
中
、
新
座
地
区
で
、

新
春
恒
例
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
六
歳
の
子
ど
も
さ
ん

か
ら
七
十
歳
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
ま
で
、
三
・
五
・

十
キ
・
の
距
離
を
参
加

者
（
百
六
十
三
名
）
の

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

　
汗
を
か
い
た
あ
と
の
〃
と
ん
汁
〃

↓
　
は
格
別
な
も
の
！
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〈夜間除雪〉

　道路確保のため、市の雪害対策本部では、

夜間6時半から、11時までの間に夜問除雪

を行っています。ブルドーザー5台、タイ

ヤショベル4台、グレーダー2台、・一タ

リー3台をそれぞれローリングしてやって

います。夜間は、それだけ危険もあります

ので、該当地域の市民の皆さんのご協力を

お願いします。

・雪害被害状況

　●屋根からの転落事故

　　　　　・・3件（全部重傷）

　●水あがり

　　　　床上浸水……3件

　　　　床下浸水……5件

　　　　便槽浸水……12件

　●家屋倒壊
　　　　工場倒壊……2件

　　　　（人災被害なし、機械に被害）

　　　　　　　　　　　（1月6日現在）一

道
路
確
保
の
た
め
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
1
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
1

う
と
こ
ろ
は
、
ゆ
ず
り
あ
い
な
が
ら

市
民
一
丸
と
な
っ
て
協
力
す
る
こ
と

こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。

水
あ
が
り
防
止
を

　
今
冬
に
入
っ
て
、
床
上
、
床
下
、

便
槽
等
の
浸
水
は
、
す
で
に
十
数
件

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
、

セ
キ
等
へ
の
無
謀
な
雪
の
投
げ
入
れ

が
起
因
し
て
い
ま
す
。

　
積
雪
が
多
く
な
り
、
各
家
の
雪
降

ろ
し
の
回
数
も
増
え
、
そ
の
投
雪
さ

れ
た
雪
に
よ
る
幣
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
豪
雪
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

第
一
に
道
路
の
確
保
を
図
り
、
日
夜

の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
現
在
の
異
常
集
中
豪
雪
に
よ
り
、

道
路
確
保
が
む
づ
か
し
く
な
っ
た
時

生
活
は
絶
対
に
混
乱
す
る
ー
こ
と

を
踏
ま
え
、
特
に
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
最
悪
の
状
態
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め

に
、
屋
根
雪
除
雪
に
つ
い
て
は
、
出

来
る
だ
け
道
路
上
に
投
雪
し
な
い
よ

う
・
し
が
け
、
や
む
を
得
ず
除
雪
し
た

も
の
は
、
す
み
や
か
に
排
除
す
る
．

　
自
分
で
落
と
し
た
雪
は
、
自
ら
が

排
除
す
る
の
が
基
本
で
す
。

　
毎
日
毎
日
、
こ
ま
め
に
そ
の
除
雪

作
業
を
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
し
、

そ
う
で
な
い
人
も
い
ま
す
。
現
在
の

異
常
集
中
豪
雪
の
中
で
、
こ
う
し
た

時
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
お
互
い
が
、
が
ま
ん
す
る

と
こ
ろ
は
、
が
ま
ん
し
、
ゆ
ず
り
あ

　
　
、

　
道
路
確
保
の
た
め
、
懸
命
な
除
雪

作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
除

雪
の
最
大
の
障
害
は
違
法
駐
車
で
す
。

　
違
法
駐
車
に
は
、
警
察
署
、
土
木

事
務
所
、
市
で
も
例
年
に
な
い
強
い

態
度
で
対
処
し
て
お
り
、
五
日
に
は

本
町
三
丁
目
に
前
夜
か
ら
駐
車
し
て

あ
っ
た
乗
用
車
が
レ
ッ
カ
ー
車
で
排

除
さ
れ
、
駐
車
違
反
の
取
り
締
ま
り

も
徹
底
し
て
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
道

路
確
保
の
最
大
の
障
害
に
な
る
違
法

駐
車
を
皆
ん
な
で
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
流
雪
の
能
力
を
考
え
な
が
ら
、
さ

ら
に
、
下
流
地
域
の
状
況
を
把
握
し

た
う
え
で
、
計
画
的
に
利
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
火
　
災
　
予
　
防

　
　
　
　
　
　
（

　
雪
お
ろ
し
、
道
路
除
雪
な
ど
に
よ

り
防
火
水
槽
や
消
火
栓
が
、
雪
に
埋

ま
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
豪
雪
の

中
に
お
け
る
消
防
体
制
を
考
え
、
火

災
を
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

雪
お
ろ
し
転
落
事
故

　
　
　
　
　
に
注
意
を
〃

　
回
数
も
多
く
、
す
で
に
雪
を
堀
り

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も

出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
異
常
豪
雪

の
中
で
の
雪
お
ろ
し
は
特
に
危
険
が

簸
ー
　
　
輪

奮
董
｛

　
ゑ
モ

伴
い
ま
す
の
で
、
平
素
の
状
況
よ
り

十
分
注
意
し
て
雪
お
ろ
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
と
お
も
わ
れ

る
家
屋
は
早
急
に
雪
お
ろ
し
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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道
路
確
保
が

も
し
も

で
き
な
く

な
っ
た
ら

　
現
在
の
道
路
交
通
状
況
は
、
き
わ
め
て
悪
く
な
っ
て
い

る
。
違
法
駐
車
や
屋
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の
投
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な
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に
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通
が

混
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し
、
加
え
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異
常
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中
豪
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に
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り
、
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路
確
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で
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く
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を
き
、
市
民
生
活
は
果
た
し
て
ど
う
な

を
の
だ
ろ
う
か
…
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。

　
ゴ
ミ
及
び
し
尿
の
収
集
、
救
急
患

者
輸
送
・
歩
行
通
院
が
で
き
な
く
な

　
　
　
　
　
む

る
。
さ
ら
に
生
鮮
食
料
品
の
入
荷
な

ど
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
生
命
と
健
康
に

も
危
惧
さ
れ
る
状
態
に
な
る
。

　
ま
た
、
学
校
、
保
育
所
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
・
通
園
バ
ス
や
市
内
循
環
バ

ス
等
、
交
通
機
関
は
完
全
に
マ
ヒ
し

孤
立
状
態
に
陥
る
。

露繍購瞬惣無竪

　
商
工
業
は
、
生
産
、
販
売
な
ど
の

日
常
の
活
動
が
大
幅
に
制
約
を
受
け

原
材
料
の
仕
入
、
製
品
出
荷
、
商
品

売
上
、
従
業
員
の
確
保
、
資
金
繰
り

等
、
全
て
の
面
で
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
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こ
う
し
た
最
悪
の
状
態
に
さ
せ
な

い
た
め
に
も

　
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
絶

対
に
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

　
現
在
の
異
常
豪
雪
に
対
し
て
、
行

政
も
、
市
民
も
一
丸
と
な
っ
た
対
応

こ
そ
が
、
こ
の
事
態
を
乗
り
切
る
た

め
の
最
善
の
方
法
で
す
。

“
雪
水
の
は
ね
あ
げ

　
　
　
　
　
中
条
H
下
町
・
旭

　
雪
国
に
住
む
も
の
な
ら
、
誰
れ
し

も
一
度
や
二
度
は
、
雪
水
の
は
ね
あ

げ
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
車
な
ど
に
よ
る
雪
水
の
は
ね
あ
げ

は
、
運
転
者
が
、
歩
行
者
の
身
に
な

っ
て
、
注
意
を
は
ら
い
運
転
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
常
識
的
な
防

止
の
方
法
も
、
今
で
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
成
果
と
し
て
表
わ
れ
て
い
な

い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
中
条
の
下
町
、
旭
町
、

中
町
の
三
地
区
で
は
、
こ
う
し
た
被

害
を
少
な
く
す
る
目
的
で
、
朝
の
子

ど
も
た
ち
の
登
校
時
問
（
約
三
十
分

翻

位
）
に
消
雪
パ
イ
プ
を
停
め
る
運
動

を
昨
年
の
十
二
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
だ
け
で
な

く
、
通
勤
す
る
人
も
含
め
て
、
地
域

の
大
き
な
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
る
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

↓
消
防
職
員
…
火
の
用
心
に
ひ
と
工
夫

雪
に
関
す
る
事
故
・
被
害

は
す
み
や
か
に

雪
害
対
策
本
部
に
連
絡
を

地
菖
璽
▽
成
果

通
安
全
協
会
と
相
談
し
、
実
施
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

ゆ
●
愚

　
学
校
と
し
て
も
非
常
に
喜
ん
で
い

ま
す
．
冬
期
問
は
、
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

を
は
ず
し
三
十
分
遅
ら
せ
て
児
童
た

ち
を
登
校
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
児
童

た
ち
も
助
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
が
全
て
を
解
決

す
る
も
の
で
は
な
く
、
歩
道
の
確
保
、

安
全
性
な
ど
、
大
き
な
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　皆んなの声援に送られて・
↓“おじいちゃんガンバレ蟻

　中条旭町
岩田義信さん

区～
を瀞轟

　
消
雪
パ
イ
プ
を
通
勤
・
通
学
時
く

ら
い
は
停
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
…

と
い
う
声
は
数
年
前
か
ら
出
て
い
ま

し
た
。
こ
の
地
区
は
、
道
路
幅
が
狭

く
、
歩
道
の
確
保
に
問
題
が
あ
り
、

さ
ら
に
雪
水
の
は
ね
あ
げ
の
問
題
で

す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
歩
行
者
の

こ
と
を
考
え
た
時
、
特
に
子
供
た
ち

が
か
わ
い
そ
う
で
し
た
の
で
、
小
学
校

P
T
A
の
運
動
を
起
点
に
、
地
区
交

鑛璃
鱗

↑
年
下
の
者
に
は
追
越
さ
れ
ま
い

　
一
月
二
日
、
小
雪
降

る
中
、
新
座
地
区
で
、

新
春
恒
例
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
六
歳
の
子
ど
も
さ
ん

か
ら
七
十
歳
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
ま
で
、
三
・
五
・

十
キ
・
の
距
離
を
参
加

者
（
百
六
十
三
名
）
の

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

　
汗
を
か
い
た
あ
と
の
〃
と
ん
汁
〃

↓
　
は
格
別
な
も
の
！
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里感

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
げ
ま
、
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
一
九
八
十

年
は
、
内
外
と
も
激
動
の
一
年
で
し

た
が
、
新
し
く
迎
え
た
こ
の
年
が
、

市
に
と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
、
六
十
年
代
か
ら
七
十
年

代
に
か
け
て
、
世
界
で
も
例
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
豊
か
な
社
会
を
築
き
、

人
間
が
生
き
て
ゆ
く
限
度
を
は
る
か

に
上
廻
る
「
モ
ノ
」
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
日
竹
請

　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
こ
　
（

54年度決算を認定

各種使用料を改定

正
　
典

年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
石

油
が
有
限
の
資
限
で
あ
る
と
知
ら
さ

れ
、
反
省
が
生
ま
れ
、
真
の
豊
か
さ

と
は
持
つ
も
の
の
量
や
カ
ッ
コ
良
さ

で
は
な
く
、
生
活
の
質
で
あ
り
生
甲

斐
の
問
題
で
あ
る
と
気
・
つ
き
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
も
の
を
見
る
眼
が
変
わ

り
、
市
の
基
幹
産
業
の
織
物
も
か
つ

て
な
い
事
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
十
日
町
織
物
が
立
た
さ

れ
て
い
る
試
練
こ
そ
甘
い
夢
と
の
決

別
で
あ
り
、
無
秩
序
と
無
反
省
な
豊

か
さ
志
向
へ
の
反
動
だ
と
思
え
る
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
十
日
町
織

物
の
真
価
を
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
が
本
番
だ
と
も
言
え
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
造
り
は
、
産
業

構
造
の
計
画
と
市
民
の
生
甲
斐
と
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

い
　
　
　
。
　
　
　
　
　
・
　
体

っ
　
　
す

　
　
　
　
で

　
　
　
　
り

　
　
　
　
お

　
　
　
敏
こ

　
　
　
　
の

　
う
二
つ
の
面
か
ら
決
め
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
一
次
、
第
二

次
、
第
三
次
産
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市

　
の
個
性
の
中
で
位
置
づ
け
、
構
築
し

　
て
ゆ
く
か
が
基
本
で
あ
り
原
点
で
す
。

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
苗
場
山
麓

の
農
業
開
発
は
今
年
が
決
断
の
年
で

あ
り
、
シ
ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想

は
漸
く
実
施
の
段
階
に
入
り
ま
す
。

　
第
二
次
産
業
は
、
織
物
や
織
物
産

業
が
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
来
た
流

通
先
な
ど
と
連
動
し
な
が
ら
、
こ
の

町
の
も
つ
資
源
と
文
化
を
活
し
た
新

し
い
地
場
産
業
の
堀
り
起
こ
し
に
も

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

む
ろ
ん
工
場
誘
致
も
大
切
で
す
。
し

ー
か
し
、
地
場
産
業
こ
そ
地
方
の
個
有

　
の
文
化
で
す
．
可
愛
い
子
孫
の
為
に

も
、
い
ま
私
た
ち
は
、
次
の
世
代
に

十
日
町
は
何
を
残
す
べ
き
か
を
真
剣

で
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
三
次
産
業
は
、
高
速
交
通
体
系

露
　
　
　
　
　
事
　
　
閥
つ

、
、
　
瀦
　
山
に

　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
設

の
整
備
に
よ
っ
て
十
日
町
市
の
位
置

づ
け
が
大
き
く
変
っ
て
き
ま
す
。
十

日
町
は
、
長
岡
や
関
東
の
「
在
」
に

な
る
と
同
時
に
、
あ
り
方
如
何
で
は

そ
れ
ら
を
逆
に
「
在
」
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
幸
い
、
十
日
町
市
と

そ
の
周
辺
に
は
素
晴
ら
し
い
観
光
資

源
が
ほ
と
ん
ど
未
開
発
の
ま
ま
で
あ

り
ま
す
。
市
の
人
口
を
増
や
す
こ
と

は
難
し
く
と
も
、
創
意
と
工
夫
に
よ

っ
て
、
市
を
訪
れ
る
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。

　
ど
ん
な
試
練
み
中
で
も
、
生
き
残

る
都
市
、
生
き
残
る
市
民
の
基
盤
を

築
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の
生
甲

斐
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
常
に
注
目

し
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と

が
、
水
も
も
ら
さ
ぬ
ス
ク
ラ
ム
で
総

合
計
画
が
目
ざ
す
産
業
田
園
文
化
都

市
の
建
設
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　市議会第4回定例会は、12月5日から19日まで15日

間開催されました。この議会では、人権擁護委員に竹

内茂氏を推せんし、十日町市武道館条例など59議案（請

願4件、陳矯4偉を含む）が審議され、59議案にっい

て可決い採択、議決されま彰た・、驚た、市政について

の纐悶隷5名拶議員海欝いましだ藁

　今議会で馨議ざれた主』なもの楼状のとおりです。

口人犠雛護委澱候輸者の雛せん

　。禰内．鰍を推せん1

誉磁匪繭

口鱗難籟緻寒．
艶泳蓬．∫覇易氷選、鞠嘲康i毒辮館、屋外体育

施設、市浸プ師ル、公立学校、市民会館、公民館、露

唐市秘、手数料、磯営住宅条例φ擬用料を改定

響昭締年度繭般餅撒入叢出決算露定

■畷翼熾の主な内容・

癬甥櫛（繭の難糠網ついて滴鈴額
業鑓、心障者対策など福趾対策について〉．

　橋本糞一議糞（柏崎原発送電線建設にっいて、山閥

地脊年の育成と環境づくηについて、道路行政につ

い機冬期バス通学に伴う除薯対策につレ》て〉

よ村仁平雛顕（青少年非行化防嚢と教脊育成につい

　て、布道の改良舗装につ癖て）

瀞曝湖膿鐸穂轍鱒融に廊て澱和
講輸害の現灘編、、5瞭麟2肉嚇徽策姉

㈱駅鰹て激出綱轄1ご？いて・醸磯康
髄につセ、や

麟網購…鱗纏鰻縞・蕪ρ定靭
篤、「鵜霧業繊蝦馨麟饗嚇・て）

パ

シ『リーぞーノ匠22

飯山線高場山トンネル崩壊

昭和45年1月22日

　
国
鉄
越
後
岩
沢
駅
と
内
ケ
巻
駅
の

間
に
あ
る
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

一
六
七
米
）
で
は
、
そ
の
年
の
春
か

ら
、
雪
融
け
水
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、

少
し
づ
つ
、
地
す
べ
り
が
始
っ
て
い
た
。

い
ろ
い
ろ
補
強
工
事
を
し
な
が
ら
、

列
車
は
最
徐
行
で
運
転
を
つ
づ
け
て

い
た
。
年
末
に
到
り
、
ト
ン
ネ
ル
全

体
が
沈
下
を
始
め
、
列
車
は
遂
に
完

全
に
運
休
と
な
っ
た
。

　
今
か
ら
丁
度
十
二
年
前
、
昭
和
四

十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
年
は
か
な
り
の
大
雪
で
、
国

鉄
と
平
行
し
て
走
っ
て
い
た
県
道
も

雪
崩
で
通
行
不
能
と
な
り
、
当
時
は

ま
だ
信
濃
川
の
崖
縁
を
縫
う
よ
う
に

走
っ
て
い
た
国
道
一
一
七
号
線
も
、

未
補
装
の
部
分
が
多
く
、
た
ち
ま
ち

自
動
車
は
不
通
と
な
り
、
小
千
谷
方

面
、
東
京
方
面
へ
の
交
通
手
段
は
、

辛
う
じ
て
雪
峠
を
通
る
県
道
一
本
を

確
保
す
る
の
が
精
一
ぱ
い
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
も
た
ち
ま
ち
渋
滞
し
た
。

　
明
け
て
一
月
十
八
日
、
生
活
物
資

の
輸
送
に
も
不
安
を
感
じ
た
市
民
は

青
年
会
議
所
（
理
事
長
は
諸
里
現
市

長
）
の
呼
び
か
け
に
立
ち
上
っ
た
。

絵
灘
辮

」
』
・
識

「
交
通
を
確
保
し
孤
立
か
ら
市
民
を

守
る
市
民
大
集
会
」
が
商
工
会
議
所

ホ
ー
ル
で
、
四
百
人
の
市
民
を
集
め

て
開
催
さ
れ
長
野
鉄
道
管
理
局
長

県
土
木
部
長
は
じ
め
、
国
鉄
、
建
設

省
、
県
の
お
歴
々
を
集
め
、
市
、
業

界
、
青
年
会
議
所
な
ど
の
代
表
が
、

次
々
と
立
っ
て
窮
状
を
切
々
と
訴
え

た
。
そ
し
て
そ
の
時
設
立
さ
れ
た
「
対

策
協
議
会
」
で
村
山
市
長
を
先
頭

に
、
当
時
自
民
党
幹
事
長
で
あ
っ
た

田
中
角
栄
氏
に
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
復

旧
を
は
じ
め
、
国
道
一
一
七
号
線
、

二
五
三
号
線
の
完
全
改
修
と
無
雪
道

路
の
確
保
、
更
に
北
越
線
の
早
期
完

成
を
陳
情
し
た
。
そ
し
て
高
場
山
ト

ン
ネ
ル
は
、
二
年
後
、
現
場
を
大
き

く
迂
回
し
て
復
旧
し
た
。

　
高
場
山
崩
壊
を
契
期
と
し
て
、
翌

年
は
二
五
三
号
線
八
箇
峠
が
完
全
無

雪
で
開
通
。
そ
し
て
三
年
後
に
は
、

二
七
号
線
も
小
千
谷
ま
で
、
補
装

道
路
が
完
成
し
た
。
丁
度
そ
う
い
う

時
代
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

大
き
な
市
民
運
動
の
成
果
で
あ
っ
た
。

　
　
（
四
日
町
新
田
三
　
佐
藤
栄
作
）

1醐ゆめレンネルリヨ
1で交通嬢保の礫惰
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第
三
十
二
回
十
目
町
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
十
四
日
・
十
五
日
の
両
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
地
元
の
人
が
楽
し
め
な
い
様
な
祭
り
が
、
観
光
客
か
ら
見
て
も
楽
し
い
は
ず
が
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
徹
底
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
の
舞
台
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ク
レ
ク
ー
ル
寺
院
を
模
し

た
「
祈
り
の
館
」
と
決
ま
り
、
き
も
の
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
雪
上
花
火
と
豪
華
絢
燗
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
五
つ
の
広
場
も
、
サ
ブ
テ
ー
マ
の
“
ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”

を
活
か
し
た
、
雪
国
の
文
化
が
味
わ
え
る
よ
う
な
、
楽
し
い
お
祭
り
広
場
に
な
り
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
の
雪
の
芸
術
作
品
は
、
今
年
は
雪
の
量
も
心
配
な
く
多
数
の
参
加
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
三
十
二
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

とおガ夢当
（5）

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
十
四

日
（
土
）
午
後
六
時
半
～
八
時
ま
で
城

ケ
丘
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
の
舞
台
は
、
関
口
修
さ
ん

（
角
屋
）
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
”
祈
り

の
館
”
で
す
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
小
中
学
生
の
コ

ー
ラ
ス
、
地
元
モ
デ
ル
三
十
五
名
に
よ

る
き
も
の
シ
ョ
i
。
小
林
幸
子
、
松

崎
し
げ
る
、
角
川
博
、
倉
田
ま
り
子

ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
（
五
十
名
）
、
が

出
演
す
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
紋
紙
焼
納
、

雪
上
花
火
な
ど
が
豪
華
絢
燗
に
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、
レ

ザ
i
光
線
を
使
っ
た
、
光
り
の
群
舞

も
見
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
模
様

は
、
二
月
二
十
一
日
（
土
）
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
の
「
ハ
イ
土
曜
日
で

す
」
の
中
で
全
国
三
十
六
局
に
放
映

さ
れ
ま
す
。
県
内
は
N
S
T
で
放
映

ム
、！

雪まつりポスター

ひ
　
ろ
　
ば

崇

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
も
う
一

つ
の
も
の
は
、
楽
し
い
お
祭
り
広
場

で
す
．
今
年
の
雪
ま
つ
り
の
サ
ブ
テ

ー
マ
〃
ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
”
を
活
か
し
、
　
“
ふ
る
さ
と
”
と

い
う
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
「
メ
ル

ヘ
ン
」
　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
i
」
　
「
愛
・

・
マ
ン
」
　
「
夢
と
希
望
」
　
「
歴
史
・

伝
統
文
化
と
の
超
遁
」
を
そ
れ
ぞ
れ

の
広
場
の
テ
ー
マ
に
し
た
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
広
場
め
ぐ
り
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
五
つ
の
広
場
は
、
十
目
町
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
高
田
町
織
物
組
合
加
工
部
跡

地
、
立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会
用
地
、

睦
織
物
十
日
町
工
場
跡
地
に
作
ら
れ

ま
す
．
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
、
徹

底
し
て
、
明
る
く
楽
し
い
雪
ま
つ
り

に
し
よ
う
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ

い
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
町

内
や
団
体
、
家
族
ぐ
る
み
で
雪
の
芸

術
作
品
を
製
作
し
て
、
一
緒
に
広
場

づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
を
求

め
て
い
ま
す
。
雪
ま
つ
り
の
原
点
で

あ
る
市
民
参
加
の
手
づ
く
り
の
ま
つ

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

雪
の
芸
術
展

　
参
加
作
品
募
集

　
「
雪
の
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を
敵
に

ま
わ
さ
ず
に
、
雪
を
友
だ
ち
に
し
よ

う
」
と
い
う
の
が
、
雪
ま
つ
り
発
生

の
原
点
で
す
。
雪
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
】
人

か
ら
雪
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

雪
の
芸
術
展
参
加
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
、

①
一
般
作
品
、
②
特
別
作
品
、
③
学

童
作
品
の
三
部
門
で
す
。
審
査
対
象

は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

た
審
査
員
が
、
①
着
想
、
②
技
術
、

③
努
力
、
④
保
存
の
四
点
か
ら
審
査

し
ま
す
。

表
彰
　
市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭

賞
、
市
議
会
議
長
賞
、
織
協
理
事
長

賞
な
ど
多
数
、
入
賞
者
に
は
、
表
彰

状
、
卜
・
フ
ィ
i
、
賞
金
、
入
選
者

に
は
、
表
彰
状
、
賞
金

申
込
み
　
一
月
二
十
日
ま
で
に
、
十

日
町
商
工
福
祉
会
館
内
、
雪
ま
つ
り

事
務
局
（
雪
七
－
三
七
三
二
番
）
へ
。

き
も
の
シ
ョ
ー

地
元
モ
デ
ル
募
集

　
腱蘇

ふ
る
さ
と
広
場
の
雪
像
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
　
申
し
込
み
は
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ

　雪上舞台は……

　　　　“祈りの館”

　今年の雪上舞台は、フランスのサクレ

クール寺院を模した“祈りの館“です。

デザインは関口修さん（角屋）の手によ

るもので、計画では、幅50メートル、奥ゆ

き35メートル、高さ25メートルの壮大な

雪のステージです。

　1月29日かρ）延1，200人を動員して製作

されます。

崇

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
部
会
で
は
、
き

も
の
シ
ョ
i
出
演
モ
デ
ル
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
選
、
他
選
を
と
わ
ず

多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
三
十
五
人

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
人
、
②
市
内

ま
た
は
近
郊
に
住
み
、
夜
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
出
席
可
能
な
人
、
③
き
も
の

姿
の
似
合
う
人

応
募
方
法
①
住
所
、
氏
名
、
②
生

年
月
日
、
③
身
長
、
体
重
、
④
連
絡

先
及
び
電
話
番
号
を
記
入
⑤
全
身
写

真
を
同
封
し
、
織
物
工
業
協
同
組
合

（
西
寺
町
、
公
七
ー
九
一
一
一
番
）

締
切
　
一
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

◎TVキャヲクタ」ショー 磨⑨チツメ輝次行進チヤリテイシ甥一

　　　　　　　　　　（ひろぱ）

◎ひろばめぐか霧上マラソン

雪
ま
つ

　　　　　　　　　　　　　（＋日町市民会館）

、，◎灘布塘申学校版面ヂザイン展（十β町小）

◎讐上βMX大会　（ひろば） り ◎蔀　演・会　　　嶽か

＠郷土i姦能と民踊の祭典［，

◎欝外コンサ「ト｛ひろぱ〉

◎醤まつりパレ響鷺、

行
事
予
定

★煽賛行礁募集、

纏月20β裳でに商エ福祉会館内

◎美術展、書道展、写真展（十日町市公幾鑛） 雪まつり事務局へ。
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市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
げ
ま
、
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
一
九
八
十

年
は
、
内
外
と
も
激
動
の
一
年
で
し

た
が
、
新
し
く
迎
え
た
こ
の
年
が
、

市
に
と
っ
て
も
市
民
に
と
っ
て
も
素

晴
ら
し
い
一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
、
六
十
年
代
か
ら
七
十
年

代
に
か
け
て
、
世
界
で
も
例
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
豊
か
な
社
会
を
築
き
、

人
間
が
生
き
て
ゆ
く
限
度
を
は
る
か

に
上
廻
る
「
モ
ノ
」
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
日
竹
請

　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
こ
　
（

54年度決算を認定

各種使用料を改定

正
　
典

年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
石

油
が
有
限
の
資
限
で
あ
る
と
知
ら
さ

れ
、
反
省
が
生
ま
れ
、
真
の
豊
か
さ

と
は
持
つ
も
の
の
量
や
カ
ッ
コ
良
さ

で
は
な
く
、
生
活
の
質
で
あ
り
生
甲

斐
の
問
題
で
あ
る
と
気
・
つ
き
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
も
の
を
見
る
眼
が
変
わ

り
、
市
の
基
幹
産
業
の
織
物
も
か
つ

て
な
い
事
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
十
日
町
織
物
が
立
た
さ

れ
て
い
る
試
練
こ
そ
甘
い
夢
と
の
決

別
で
あ
り
、
無
秩
序
と
無
反
省
な
豊

か
さ
志
向
へ
の
反
動
だ
と
思
え
る
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
十
日
町
織

物
の
真
価
を
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
が
本
番
だ
と
も
言
え
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
造
り
は
、
産
業

構
造
の
計
画
と
市
民
の
生
甲
斐
と
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

い
　
　
　
。
　
　
　
　
　
・
　
体

っ
　
　
す

　
　
　
　
で

　
　
　
　
り

　
　
　
　
お

　
　
　
敏
こ

　
　
　
　
の

　
う
二
つ
の
面
か
ら
決
め
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
一
次
、
第
二

次
、
第
三
次
産
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市

　
の
個
性
の
中
で
位
置
づ
け
、
構
築
し

　
て
ゆ
く
か
が
基
本
で
あ
り
原
点
で
す
。

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
苗
場
山
麓

の
農
業
開
発
は
今
年
が
決
断
の
年
で

あ
り
、
シ
ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想

は
漸
く
実
施
の
段
階
に
入
り
ま
す
。

　
第
二
次
産
業
は
、
織
物
や
織
物
産

業
が
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
来
た
流

通
先
な
ど
と
連
動
し
な
が
ら
、
こ
の

町
の
も
つ
資
源
と
文
化
を
活
し
た
新

し
い
地
場
産
業
の
堀
り
起
こ
し
に
も

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

む
ろ
ん
工
場
誘
致
も
大
切
で
す
。
し

ー
か
し
、
地
場
産
業
こ
そ
地
方
の
個
有

　
の
文
化
で
す
．
可
愛
い
子
孫
の
為
に

も
、
い
ま
私
た
ち
は
、
次
の
世
代
に

十
日
町
は
何
を
残
す
べ
き
か
を
真
剣

で
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
第
三
次
産
業
は
、
高
速
交
通
体
系

露
　
　
　
　
　
事
　
　
閥
つ

、
、
　
瀦
　
山
に

　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
設

の
整
備
に
よ
っ
て
十
日
町
市
の
位
置

づ
け
が
大
き
く
変
っ
て
き
ま
す
。
十

日
町
は
、
長
岡
や
関
東
の
「
在
」
に

な
る
と
同
時
に
、
あ
り
方
如
何
で
は

そ
れ
ら
を
逆
に
「
在
」
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
幸
い
、
十
日
町
市
と

そ
の
周
辺
に
は
素
晴
ら
し
い
観
光
資

源
が
ほ
と
ん
ど
未
開
発
の
ま
ま
で
あ

り
ま
す
。
市
の
人
口
を
増
や
す
こ
と

は
難
し
く
と
も
、
創
意
と
工
夫
に
よ

っ
て
、
市
を
訪
れ
る
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。

　
ど
ん
な
試
練
み
中
で
も
、
生
き
残

る
都
市
、
生
き
残
る
市
民
の
基
盤
を

築
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
の
生
甲

斐
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
常
に
注
目

し
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と

が
、
水
も
も
ら
さ
ぬ
ス
ク
ラ
ム
で
総

合
計
画
が
目
ざ
す
産
業
田
園
文
化
都

市
の
建
設
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　市議会第4回定例会は、12月5日から19日まで15日

間開催されました。この議会では、人権擁護委員に竹

内茂氏を推せんし、十日町市武道館条例など59議案（請

願4件、陳矯4偉を含む）が審議され、59議案にっい

て可決い採択、議決されま彰た・、驚た、市政について

の纐悶隷5名拶議員海欝いましだ藁

　今議会で馨議ざれた主』なもの楼状のとおりです。

口人犠雛護委澱候輸者の雛せん

　。禰内．鰍を推せん1

誉磁匪繭

口鱗難籟緻寒．
艶泳蓬．∫覇易氷選、鞠嘲康i毒辮館、屋外体育

施設、市浸プ師ル、公立学校、市民会館、公民館、露

唐市秘、手数料、磯営住宅条例φ擬用料を改定

響昭締年度繭般餅撒入叢出決算露定

■畷翼熾の主な内容・

癬甥櫛（繭の難糠網ついて滴鈴額
業鑓、心障者対策など福趾対策について〉．

　橋本糞一議糞（柏崎原発送電線建設にっいて、山閥

地脊年の育成と環境づくηについて、道路行政につ

い機冬期バス通学に伴う除薯対策につレ》て〉

よ村仁平雛顕（青少年非行化防嚢と教脊育成につい

　て、布道の改良舗装につ癖て）

瀞曝湖膿鐸穂轍鱒融に廊て澱和
講輸害の現灘編、、5瞭麟2肉嚇徽策姉

㈱駅鰹て激出綱轄1ご？いて・醸磯康
髄につセ、や

麟網購…鱗纏鰻縞・蕪ρ定靭
篤、「鵜霧業繊蝦馨麟饗嚇・て）

パ
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国
鉄
越
後
岩
沢
駅
と
内
ケ
巻
駅
の

間
に
あ
る
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

一
六
七
米
）
で
は
、
そ
の
年
の
春
か

ら
、
雪
融
け
水
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、

少
し
づ
つ
、
地
す
べ
り
が
始
っ
て
い
た
。

い
ろ
い
ろ
補
強
工
事
を
し
な
が
ら
、

列
車
は
最
徐
行
で
運
転
を
つ
づ
け
て

い
た
。
年
末
に
到
り
、
ト
ン
ネ
ル
全

体
が
沈
下
を
始
め
、
列
車
は
遂
に
完

全
に
運
休
と
な
っ
た
。

　
今
か
ら
丁
度
十
二
年
前
、
昭
和
四

十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
年
は
か
な
り
の
大
雪
で
、
国

鉄
と
平
行
し
て
走
っ
て
い
た
県
道
も

雪
崩
で
通
行
不
能
と
な
り
、
当
時
は

ま
だ
信
濃
川
の
崖
縁
を
縫
う
よ
う
に

走
っ
て
い
た
国
道
一
一
七
号
線
も
、

未
補
装
の
部
分
が
多
く
、
た
ち
ま
ち

自
動
車
は
不
通
と
な
り
、
小
千
谷
方

面
、
東
京
方
面
へ
の
交
通
手
段
は
、

辛
う
じ
て
雪
峠
を
通
る
県
道
一
本
を

確
保
す
る
の
が
精
一
ぱ
い
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
も
た
ち
ま
ち
渋
滞
し
た
。

　
明
け
て
一
月
十
八
日
、
生
活
物
資

の
輸
送
に
も
不
安
を
感
じ
た
市
民
は

青
年
会
議
所
（
理
事
長
は
諸
里
現
市

長
）
の
呼
び
か
け
に
立
ち
上
っ
た
。

絵
灘
辮

」
』
・
識

「
交
通
を
確
保
し
孤
立
か
ら
市
民
を

守
る
市
民
大
集
会
」
が
商
工
会
議
所

ホ
ー
ル
で
、
四
百
人
の
市
民
を
集
め

て
開
催
さ
れ
長
野
鉄
道
管
理
局
長

県
土
木
部
長
は
じ
め
、
国
鉄
、
建
設

省
、
県
の
お
歴
々
を
集
め
、
市
、
業

界
、
青
年
会
議
所
な
ど
の
代
表
が
、

次
々
と
立
っ
て
窮
状
を
切
々
と
訴
え

た
。
そ
し
て
そ
の
時
設
立
さ
れ
た
「
対

策
協
議
会
」
で
村
山
市
長
を
先
頭

に
、
当
時
自
民
党
幹
事
長
で
あ
っ
た

田
中
角
栄
氏
に
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
復

旧
を
は
じ
め
、
国
道
一
一
七
号
線
、

二
五
三
号
線
の
完
全
改
修
と
無
雪
道

路
の
確
保
、
更
に
北
越
線
の
早
期
完

成
を
陳
情
し
た
。
そ
し
て
高
場
山
ト

ン
ネ
ル
は
、
二
年
後
、
現
場
を
大
き

く
迂
回
し
て
復
旧
し
た
。

　
高
場
山
崩
壊
を
契
期
と
し
て
、
翌

年
は
二
五
三
号
線
八
箇
峠
が
完
全
無

雪
で
開
通
。
そ
し
て
三
年
後
に
は
、

二
七
号
線
も
小
千
谷
ま
で
、
補
装

道
路
が
完
成
し
た
。
丁
度
そ
う
い
う

時
代
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

大
き
な
市
民
運
動
の
成
果
で
あ
っ
た
。

　
　
（
四
日
町
新
田
三
　
佐
藤
栄
作
）

1醐ゆめレンネルリヨ
1で交通嬢保の礫惰
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第
三
十
二
回
十
目
町
雪
ま
つ
り
は
、
二
月
十
四
日
・
十
五
日
の
両
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
地
元
の
人
が
楽
し
め
な
い
様
な
祭
り
が
、
観
光
客
か
ら
見
て
も
楽
し
い
は
ず
が
な
い
」
を
合

言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
徹
底
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
の
舞
台
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ク
レ
ク
ー
ル
寺
院
を
模
し

た
「
祈
り
の
館
」
と
決
ま
り
、
き
も
の
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
雪
上
花
火
と
豪
華
絢
燗
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
五
つ
の
広
場
も
、
サ
ブ
テ
ー
マ
の
“
ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”

を
活
か
し
た
、
雪
国
の
文
化
が
味
わ
え
る
よ
う
な
、
楽
し
い
お
祭
り
広
場
に
な
り
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
の
原
点
の
雪
の
芸
術
作
品
は
、
今
年
は
雪
の
量
も
心
配
な
く
多
数
の
参
加
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
三
十
二
回
雪
ま
つ
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

とおガ夢当
（5）

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
二
月
十
四

日
（
土
）
午
後
六
時
半
～
八
時
ま
で
城

ケ
丘
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
の
舞
台
は
、
関
口
修
さ
ん

（
角
屋
）
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
”
祈
り

の
館
”
で
す
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
小
中
学
生
の
コ

ー
ラ
ス
、
地
元
モ
デ
ル
三
十
五
名
に
よ

る
き
も
の
シ
ョ
i
。
小
林
幸
子
、
松

崎
し
げ
る
、
角
川
博
、
倉
田
ま
り
子

ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
（
五
十
名
）
、
が

出
演
す
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
紋
紙
焼
納
、

雪
上
花
火
な
ど
が
豪
華
絢
燗
に
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、
レ

ザ
i
光
線
を
使
っ
た
、
光
り
の
群
舞

も
見
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
模
様

は
、
二
月
二
十
一
日
（
土
）
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
の
「
ハ
イ
土
曜
日
で

す
」
の
中
で
全
国
三
十
六
局
に
放
映

さ
れ
ま
す
。
県
内
は
N
S
T
で
放
映

ム
、！

雪まつりポスター

ひ
　
ろ
　
ば

崇

　
雪
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
も
う
一

つ
の
も
の
は
、
楽
し
い
お
祭
り
広
場

で
す
．
今
年
の
雪
ま
つ
り
の
サ
ブ
テ

ー
マ
〃
ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
”
を
活
か
し
、
　
“
ふ
る
さ
と
”
と

い
う
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
「
メ
ル

ヘ
ン
」
　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
i
」
　
「
愛
・

・
マ
ン
」
　
「
夢
と
希
望
」
　
「
歴
史
・

伝
統
文
化
と
の
超
遁
」
を
そ
れ
ぞ
れ

の
広
場
の
テ
ー
マ
に
し
た
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
広
場
め
ぐ
り
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
五
つ
の
広
場
は
、
十
目
町
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
高
田
町
織
物
組
合
加
工
部
跡

地
、
立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会
用
地
、

睦
織
物
十
日
町
工
場
跡
地
に
作
ら
れ

ま
す
．
そ
れ
ぞ
れ
の
広
場
で
は
、
徹

底
し
て
、
明
る
く
楽
し
い
雪
ま
つ
り

に
し
よ
う
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ

い
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
町

内
や
団
体
、
家
族
ぐ
る
み
で
雪
の
芸

術
作
品
を
製
作
し
て
、
一
緒
に
広
場

づ
く
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
を
求

め
て
い
ま
す
。
雪
ま
つ
り
の
原
点
で

あ
る
市
民
参
加
の
手
づ
く
り
の
ま
つ

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

雪
の
芸
術
展

　
参
加
作
品
募
集

　
「
雪
の
国
の
雪
の
中
で
、
雪
を
敵
に

ま
わ
さ
ず
に
、
雪
を
友
だ
ち
に
し
よ

う
」
と
い
う
の
が
、
雪
ま
つ
り
発
生

の
原
点
で
す
。
雪
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
】
人

か
ら
雪
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

雪
の
芸
術
展
参
加
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

出
品
　
芸
術
作
品
の
出
品
区
分
は
、

①
一
般
作
品
、
②
特
別
作
品
、
③
学

童
作
品
の
三
部
門
で
す
。
審
査
対
象

は
一
般
作
品
の
み
で
す
。

審
査
　
雪
ま
つ
り
委
員
会
が
委
嘱
し

た
審
査
員
が
、
①
着
想
、
②
技
術
、

③
努
力
、
④
保
存
の
四
点
か
ら
審
査

し
ま
す
。

表
彰
　
市
長
賞
、
商
工
会
議
所
会
頭

賞
、
市
議
会
議
長
賞
、
織
協
理
事
長

賞
な
ど
多
数
、
入
賞
者
に
は
、
表
彰

状
、
卜
・
フ
ィ
i
、
賞
金
、
入
選
者

に
は
、
表
彰
状
、
賞
金

申
込
み
　
一
月
二
十
日
ま
で
に
、
十

日
町
商
工
福
祉
会
館
内
、
雪
ま
つ
り

事
務
局
（
雪
七
－
三
七
三
二
番
）
へ
。

き
も
の
シ
ョ
ー

地
元
モ
デ
ル
募
集

　
腱蘇

ふ
る
さ
と
広
場
の
雪
像
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
　
申
し
込
み
は
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ

　雪上舞台は……

　　　　“祈りの館”

　今年の雪上舞台は、フランスのサクレ

クール寺院を模した“祈りの館“です。

デザインは関口修さん（角屋）の手によ

るもので、計画では、幅50メートル、奥ゆ

き35メートル、高さ25メートルの壮大な

雪のステージです。

　1月29日かρ）延1，200人を動員して製作

されます。

崇

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
部
会
で
は
、
き

も
の
シ
ョ
i
出
演
モ
デ
ル
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
選
、
他
選
を
と
わ
ず

多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
三
十
五
人

応
募
資
格
　
①
未
婚
の
人
、
②
市
内

ま
た
は
近
郊
に
住
み
、
夜
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
出
席
可
能
な
人
、
③
き
も
の

姿
の
似
合
う
人

応
募
方
法
①
住
所
、
氏
名
、
②
生

年
月
日
、
③
身
長
、
体
重
、
④
連
絡

先
及
び
電
話
番
号
を
記
入
⑤
全
身
写

真
を
同
封
し
、
織
物
工
業
協
同
組
合

（
西
寺
町
、
公
七
ー
九
一
一
一
番
）

締
切
　
一
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

◎TVキャヲクタ」ショー 磨⑨チツメ輝次行進チヤリテイシ甥一

　　　　　　　　　　（ひろぱ）

◎ひろばめぐか霧上マラソン

雪
ま
つ

　　　　　　　　　　　　　（＋日町市民会館）

、，◎灘布塘申学校版面ヂザイン展（十β町小）

◎讐上βMX大会　（ひろば） り ◎蔀　演・会　　　嶽か

＠郷土i姦能と民踊の祭典［，

◎欝外コンサ「ト｛ひろぱ〉

◎醤まつりパレ響鷺、

行
事
予
定

★煽賛行礁募集、

纏月20β裳でに商エ福祉会館内

◎美術展、書道展、写真展（十日町市公幾鑛） 雪まつり事務局へ。
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～今年は国際障害者年～

〆“郷諏〆略、〆“ハ軋ハ歳鴻敬鴻寅A、顔寅飛

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が
進

む
に
つ
れ
て
、
脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
な
ど
に
よ
る
障
害
者
が
増
え
る
と

と
も
に
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
な
ど
北
よ
る
障
害
者
が
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
誰
も
が
障
害
者
に
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
問
題
は
、
常
に
障
害
を
も
つ
人
だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一

人
一
人
の
商
題
で
す
。
国
際
障
害
者
年
に
あ
た
り
、
皆
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

司
会
　
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
で

す
の
で
、
日
頃
、
社
会
福
祉
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に

こ
の
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
沢
　
つ
く
し
園
の
お
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
つ
く
し
園
の
前
身
は
、
三

年
ほ
ど
前
か
ら
、
発
達
障
害
の
子
ど

も
を
持
っ
て
い
る
親
が
市
民
会
館
で

週
一
回
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

昨
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
を
小
規
模
通

園
事
業
と
し
て
取
り
あ
げ
て
も
ら
っ

た
。
現
在
十
五
名
が
通
園
し
て
い
る
。

午
前
中
は
機
能
回
復
訓
練
を
し
、
午

後
か
ら
は
、
子
供
は
自
由
遊
び
に
し

お
母
さ
ん
は
、
そ
の
時
間
に
学
習
し

通ノ曳り嶺ソ、膨蔑り》噸ン疑”w通ジw

て
い
る
．
お
母
さ
ん
が
た
の
連
帯
感

は
強
く
な
っ
た
し
、
明
る
く
た
く
ま

し
く
な
ろ
て
き
た
。

柳
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
は
、
現
在

四
十
七
名
。
最
初
は
十
日
町
小
．
中

学
校
の
児
童
の
親
だ
け
だ
っ
た
が
、

そ
の
輪
を
市
内
全
部
に
広
げ
て
き
た
。

そ
う
い
う
子
を
持
っ
た
と
い
う
の
で

個
々
で
悩
み
を
自
分
の
胸
の
う
ち
に

し
ま
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
発
散
さ

せ
る
場
所
が
な
い
の
で
、
子
供
よ
り

も
親
が
ま
い
っ
て
し
ま
う
。
親
が
し

っ
か
り
し
た
気
持
を
も
っ
て
明
か
る

く
な
ら
な
い
と
子
供
も
明
か
る
く
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
皆
ん
な
で
集
ま
っ

★
出
席
者
★

諸
里
　
正
典

石
沢
正
二
郎

柳
　
　
実

井
川
　
－
雄

中
村
ま
さ
を

村
山
　
京
子

阿
部
フ
ミ
オ

深
山
　
美
代

　
　
〈
司
会
〉

近
藤
　
哲
雄

（
十
日
町
市
長
）

（
つ
く
し
園
々
長
）

（
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
々
長
）

（
精
神
障
害
者
家
族
会
々
長
）

（
明
窓
会
…
点
訳
奉
仕
V

（
声
の
市
報
提
供
）

（
老
人
福
祉
相
談
員
）

（
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
）

（
市
民
部
長
）

石沢正二郎さん柳実さん

て
悩
み
を
話
し
あ
っ
た
り
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
て
い
る
。

井
川
　
私
の
子
供
が
十
八
歳
の
時
に

発
病
し
た
。
親
は
シ
ョ
ッ
ク
で
生
き

た
心
地
も
し
な
か
っ
た
。
本
人
は
病

気
で
何
も
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
家

族
が
ま
と
ま
っ
て
、
悩
む
も
の
同
志

が
励
ま
し
あ
っ
た
り
、
行
政
に
対
し

て
陳
情
し
た
り
し
よ
う
と
家
族
会
を

作
っ
て
い
る
。
市
内
に
は
、
重
度
か

ら
軽
度
ま
で
約
四
百
人
く
ら
い
患
者

が
い
る
が
、
会
員
は
七
十
七
名
で
あ

る
。
社
会
の
偏
見
と
い
う
よ
り
自
己

の
偏
見
で
隠
そ
う
隠
そ
う
と
し
て
い

て
会
員
が
増
え
な
い
。

中
村
　
明
窓
会
は
点
訳
奉
仕
を
し
て

い
る
団
体
で
会
員
は
十
五
名
、
四
十

八
年
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
。
活
動

の
内
容
は
、
四
月
に
盲
人
の
人
達
の

作
っ
た
俳
句
や
短
歌
の
点
訳
、
八
月

に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
四
十
部
。
そ
れ
が

終
る
と
年
賀
状
を
打
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
、
一
冊
の
本
を
全
員
で
分
担

し
て
訳
し
て
い
る
。
皆
ん
な
好
き
で

や
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
な
く
て
大
変
で
す
。
高
田
の
盲
学

校
に
視
察
に
行
っ
て
受
け
た
印
象
は

「
目
の
見
え
る
人
よ
り
も
、
心
が
き

れ
い
で
純
粋
な
ん
だ
な
あ
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
五
体
満
足
な
人
は
、

も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
、

村
山
　
私
は
、
毎
月
発
行
さ
れ
て
い

る
市
報
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
、
目

の
不
自
由
な
人
に
お
届
け
し
て
い
る
。

四
年
く
ら
い
に
な
る
が
な
か
な
か
上

達
し
な
い
．
今
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
つ
な
が
り
が
な
い
の
で
、
何
人
か

の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
勉
強
し
た
い
。

せ
っ
か
く
聞
い
て
い
た
だ
く
の
だ
か

ら
、
聞
き
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
だ
が
、
今
は
手
だ
て

が
な
く
技
術
も
上
達
し
な
い
．

阿
部
　
私
は
老
人
担
当
な
の
で
、
ほ

と
ん
ど
寝
た
き
り
老
人
で
す
。
寝
た

き
り
の
人
が
百
三
名
、
そ
の
う
ち
重

度
で
全
部
を
介
護
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
五
十
五
人
。
そ
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
卒
中
で
す
。
年

を
と
る
と
、
一
人
の
特
定
の
人
に
介

護
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
の
人
だ
け
が
苦
労
し

て
い
る
。
市
で
も
介
護
人
制
度
を
設井川一雄さん中村まさをさん

け
て
い
る
が
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。
よ
そ
の
人
が
入
る
の
を
嫌

っ
て
い
る
。
何
回
か
通
っ
て
い
る
う

ち
に
う
ち
と
け
て
も
ら
え
る
が
、
今

一
番
困
っ
て
い
る
の
が
入
浴
の
事
。

風
呂
場
ま
で
連
れ
て
ゆ
く
の
が
大
変

だ
か
ら
、
今
度
津
南
に
出
来
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
浴
の
場
所
を

解
放
し
て
も
ら
っ
て
月
に
一
回
で
も

二
回
で
も
入
浴
さ
せ
て
や
り
た
い
。

深
山
　
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
と
し
て

身
障
家
庭
を
訪
問
し
て
、
家
事
や
介

護
の
お
世
話
を
し
て
い
る
。
介
護
の

内
容
は
、
洗
た
く
、
掃
除
、
身
の
ま

わ
り
の
世
話
、
買
物
、
通
院
の
介
助

な
ど
で
、
一
回
二
時
間
、
週
に
一
回

か
二
回
訪
問
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
で

訪
問
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
も
、

お
茶
の
み
で
来
て
く
れ
る
の
な
ら
い

つ
来
て
も
ら
っ
て
も
良
い
が
、
仕
事

を
目
的
に
家
に
入
る
こ
と
に
、
最
初
、

家
族
や
障
害
者
の
抵
抗
が
あ
る
。

司
会
　
皆
さ
ん
か
ら
、
活
動
の
実
態

や
会
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
市
長
の
お
考
え
を
、

市
長
　
国
際
障
害
者
年
は
、
国
連
が

中
心
に
な
っ
て
、
各
国
で
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
日
本
で
も
推
進
本
部

を
作
っ
て
、
総
理
大
臣
を
本
部
長
に

し
て
や
っ
て
い
る
。
障
害
者
と
い
う

と
特
殊
な
考
え
を
持
ち
が
ち
だ
が
、

今
の
社
会
は
、
皆
ん
な
が
障
害
者
に

な
り
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

特
殊
な
人
達
の
問
題
と
し
て
で
な
く

市
民
全
部
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味

　
で
先
べ
ん
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て
い

　
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。

第3種郵便物認可）昭和56年1月10日とおガ蓄37

み
ん
な
が
参
加
し
み
ん
な
が
平
等
に

司
会
　
今
年
の
国
際
障
害
者
年
の
テ

ー
マ
が
「
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん

な
が
平
等
に
」
と
い
う
の
で
す
が
。

市
長
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
い
て

い
て
感
ず
る
こ
と
は
、
当
然
、
社
会

が
思
い
や
り
を
持
ち
、
世
の
中
が
思

い
や
り
を
持
つ
の
も
大
切
だ
け
れ
ど

も
、
家
族
の
あ
り
方
、
家
族
の
考
え

方
、
親
子
の
関
係
な
ど
、
家
族
が
き

然
と
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
て
欲

し
い
と
思
う
。
家
族
が
後
ろ
め
た
さ

を
持
っ
て
し
ま
う
と
、
社
会
が
善
意

に
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
が
か
え
っ
て

み
じ
め
な
事
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。

柳
　
あ
る
地
区
に
中
学
三
年
生
の
対

象
の
子
が
い
る
の
で
入
会
す
る
よ
う

に
勧
め
て
も
、
あ
の
会
に
入
る
と
、
家

の
中
に
そ
う
い
う
子
供
が
い
る
と
い

う
の
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

で
入
会
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
最

近
は
、
一
般
の
人
達
も
理
解
が
あ
っ

て
、
私
達
も
開
け
て
き
た
。
昔
は
、

嫁
に
行
け
な
い
、
嫁
の
来
て
が
な
い諸里市長阿部フミオさん

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
私
の
家

に
は
嫁
も
来
た
し
、
娘
も
嫁
に
行
っ

た
。
家
族
が
ひ
が
み
を
持
っ
て
い
る

の
が
一
番
大
き
な
原
因
な
の
で
は
．

市
長
　
市
内
に
は
、
い
く
つ
も
良
い

会
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
い
に
入
会

し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。
弱
い
立
場

の
人
は
、
孤
立
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
弱

く
な
る
。
弱
い
立
場
の
人
ほ
ど
連
帯

し
て
団
結
し
て
強
く
な
る
事
を
考
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん

ど
ん
良
い
会
に
入
会
し
て
社
会
的
に

責
任
の
あ
る
場
に
出
て
ゆ
く
こ
と
だ
．

石
沢
　
重
度
の
障
害
児
の
場
合
は
、

親
が
子
を
投
げ
だ
し
て
し
ま
っ
た
ら

そ
の
子
の
未
来
永
ご
う
を
そ
こ
で
投

げ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
少
し
で
も
可
能
性
を
引
き
出
す
た

め
に
、
対
象
者
は
つ
く
し
園
に
入
所

ざ
せ
て
欲
し
い
。
軽
度
の
場
合
に
は

普
通
学
校
や
特
殊
学
校
に
行
け
る
可

能
性
を
持
っ
た
子
供
達
な
の
だ
か
ら

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
努
力
を
家
族

と
一
緒
に
や
り
た
い
．
熱
心
な
保
母

さ
ん
に
も
恵
ま
れ
て
、
い
さ
さ
か
自

信
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
て
い
る
。

障
害
者
の

　
　
立
場
に
な
っ
て

司
会
　
大
き
く
な
ち
な
い
う
ち
に
施

設
に
行
っ
て
い
た
だ
く
と
良
い
の
で

す
が
、
長
年
、
肉
親
だ
け
で
世
話
し

て
い
る
と
手
放
せ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。

柳
　
そ
の
通
り
で
す
。
つ
く
し
園
に

時
々
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
も
、
子
供

同
志
が
知
り
あ
っ
て
友
だ
ち
に
な
っ

て
い
る
。
仲
間
同
志
の
い
こ
い
の
場

が
必
要
だ
と
特
に
感
じ
ま
す
。

　
川
西
町
の
な
か
ま
の
家
に
、
十
目

町
か
ら
も
行
っ
て
い
る
が
、
最
初
は

バ
又
代
も
か
か
る
し
、
慣
れ
る
ま
で

バ
ス
停
ま
で
送
り
迎
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
な
の
だ
が
、

一
年
も
す
る
と
自
分
で
進
ん
で
行
く

よ
う
に
な
る
。
こ
の
前
の
冬
に
、
雪

で
、
バ
ス
が
こ
な
か
っ
た
時
に
高
田

町
か
ら
川
西
ま
で
ズ
ブ
ぬ
れ
に
な
っ

て
歩
い
た
子
が
い
た
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
か
ら
親
達
も
自
分
の

こ
と
ば
か
り
考
え
な
い
で
、
子
供
の

立
場
に
な
っ
て
、
子
供
の
幸
せ
を
考

え
て
欲
し
い
。
そ
れ
と
、
市
長
に
お

願
い
し
た
い
の
は
、
子
供
の
う
ち
は

ま
だ
行
け
る
施
設
が
あ
る
の
だ
が
、

大
人
に
な
る
と
行
く
と
こ
が
な
い
。

そ
う
い
う
人
達
が
励
ま
し
あ
っ
た
り

慰
め
あ
っ
た
り
す
る
施
設
が
欲
し
い
．

市
長
　
福
祉
施
設
は
、
広
域
的
に
対

応
し
て
い
る
の
で
ど
の
施
設
も
十
日

町
に
も
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
川
西
町
に
は
、
な
か
ま

の
家
、
津
南
町
に
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
十
日
町
で
は
、
今
あ
る

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
つ
く
し
園
の
充

実
と
、
新
し
く
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と

重
度
心
身
障
害
者
の
た
め
の
救
護
施

設
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。

柳
　
つ
く
し
園
の
園
児
に
も
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
の
送
迎
も
考
え
て
欲
し
い
。

や
り
た
い
し
、
行
か
せ
た
い
の
だ
け

れ
ど
も
足
が
な
い
の
で
行
け
な
い
子

供
達
も
い
る
。

井
川
　
精
神
障
害
者
の
場
合
、
病
院

を
で
て
社
会
復
帰
で
き
る
人
が
何
人

も
い
る
の
だ
が
、
受
入
れ
体
制
が
な

い
。
社
会
復
帰
ま
で
、
軽
作
業
を
し

な
が
ら
回
復
を
待
つ
施
設
が
欲
し
い
。

市
長
　
県
の
制
度
で
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム

制
度
と
い
う
の
が
あ
る
．
土
地
を
市

が
提
供
し
て
建
物
は
県
が
造
り
、
中

軽
度
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、
地

場
産
業
と
結
び
つ
い
た
軽
作
業
を
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
近
く

県
に
話
を
し
た
い
。
そ
の
建
物
は
今

年
す
ぐ
に
完
成
と
い
う
わ
け
に
ば
い

か
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
つ
な
ぎ

と
し
て
、
今
年
市
の
遊
休
施
設
の
内

部
を
改
造
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

つ
も
り
で
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
　
援
＊
助
＊
を

石
沢
　
つ
く
し
園
の
場
合
に
は
、
母

子
分
離
を
進
め
る
た
め
に
送
迎
用
の

ラ
イ
ト
バ
ン
を
お
願
い
し
た
い
の
と

も
う
ひ
と
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。
二
月
か
三

月
頃
に
組
織
が
出
来
る
と
い
う
の
で村山京子さん深山美代さん

　　司会
近藤市民部長

心
強
く
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

市
長
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
、
行

政
が
入
り
す
ぎ
な
い
ほ
う
が
良
い
。

中
村
　
私
も
そ
う
思
う
。
私
が
こ
の

会
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
市
報
に
で

て
い
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
市
報
な
ど
を
通
し

て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

市
長
　
私
の
友
人
の
豊
山
の
奥
さ
ん

が
点
字
の
専
門
家
だ
。
今
度
、
皆
さ

ん
の
会
合
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
声
の
市
報
は
、
ど
う
い
う
形

で
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

村
山
　
市
の
福
祉
事
務
所
か
ら
テ
ー

プ
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
に
吹
き
こ

ん
で
、
そ
れ
を
何
本
か
に
コ
。
ヒ
ー
を

し
て
、
廻
し
聞
き
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
仲
間
が
少
な
く
て
、
お
互

い
に
練
習
す
る
機
会
が
な
く
て
、
な

か
な
か
上
達
し
な
い
ん
で
す
よ
。

中
村
　
仲
間
が
い
な
か
っ
た
り
、
少

い
と
い
う
事
は
ど
う
し
て
も
尻
切
れ

ト
ン
ボ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
明
窓
会

で
は
、
月
二
回
集
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
行
く
と
、
点
字
の
話
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り
が
で
き

る
。
あ
ん
ま
り
気
負
い
過
ぎ
る
と
負

担
に
な
っ
て
長
続
き
し
な
い
の
で
、

自
分
達
の
出
来
る
範
囲
で
地
道
な
活

動
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
今
は
、
辞
書

に
と
り
組
も
う
か
と
い
う
話
も
あ
る
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
化
社
会

に
向
っ
て
、
寝
た
き
り
老
人
は
増
え

る
し
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
に
よ

る
身
障
者
も
増
え
る
。
精
神
障
害
も

社
会
が
複
雑
に
な
っ
て
多
く
な
る
。

阿
部
　
老
人
の
痴
呆
は
本
当
に
困
る
。

市
の
制
度
を
活
用
し
て

深
山
　
民
生
委
員
か
ら
何
度
か
話
が

あ
っ
て
も
訪
問
を
許
し
て
も
ら
え
な

い
家
庭
で
、
そ
の
後
、
夫
婦
と
も
身

の
廻
り
の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
訪
問
を
始
め
た
。
数
ヵ
月
後
、

「
こ
ん
な
い
い
制
度
が
あ
る
な
ら
も

っ
と
早
く
利
用
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
。
今
は
、
あ
な
た
な
し
で
は
、
こ

の
家
庭
は
な
り
た
た
な
い
」
と
言
わ

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
家
庭
内
に
別
の

人
が
入
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
が
、
家

族
に
は
、
仕
事
を
し
た
り
、
学
校
に

行
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
が
あ

る
か
ら
遠
慮
な
く
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
欲
し
い
。
奉
仕
員
は
、
家
族
の

一
員
に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

井
川
　
精
神
障
害
者
に
は
福
祉
法
が

な
い
の
で
、
行
政
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
な
い
。
今
年
は
是
非
制
定
し
て
欲

し
い
し
、
市
の
援
助
も
頼
み
た
い
。

市
長
　
障
害
者
の
問
題
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
内
在
さ
れ
て
い
て
、

一
人
一
人
の
ケ
ー
．
ス
が
違
う
。
そ
れ

だ
け
に
む
ず
か
し
い
。
行
政
と
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

前
向
き
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

司
会
　
有
意
義
な
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
障
害
者
の
人
達
が
、
す

こ
し
で
も
生
活
し
や
す
い
社
会
を
作

る
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。
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～今年は国際障害者年～
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今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が
進

む
に
つ
れ
て
、
脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
な
ど
に
よ
る
障
害
者
が
増
え
る
と

と
も
に
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
な
ど
北
よ
る
障
害
者
が
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
誰
も
が
障
害
者
に
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
問
題
は
、
常
に
障
害
を
も
つ
人
だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一

人
一
人
の
商
題
で
す
。
国
際
障
害
者
年
に
あ
た
り
、
皆
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

司
会
　
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
で

す
の
で
、
日
頃
、
社
会
福
祉
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に

こ
の
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
沢
　
つ
く
し
園
の
お
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
つ
く
し
園
の
前
身
は
、
三

年
ほ
ど
前
か
ら
、
発
達
障
害
の
子
ど

も
を
持
っ
て
い
る
親
が
市
民
会
館
で

週
一
回
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

昨
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
を
小
規
模
通

園
事
業
と
し
て
取
り
あ
げ
て
も
ら
っ

た
。
現
在
十
五
名
が
通
園
し
て
い
る
。

午
前
中
は
機
能
回
復
訓
練
を
し
、
午

後
か
ら
は
、
子
供
は
自
由
遊
び
に
し

お
母
さ
ん
は
、
そ
の
時
間
に
学
習
し

通ノ曳り嶺ソ、膨蔑り》噸ン疑”w通ジw

て
い
る
．
お
母
さ
ん
が
た
の
連
帯
感

は
強
く
な
っ
た
し
、
明
る
く
た
く
ま

し
く
な
ろ
て
き
た
。

柳
　
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
は
、
現
在

四
十
七
名
。
最
初
は
十
日
町
小
．
中

学
校
の
児
童
の
親
だ
け
だ
っ
た
が
、

そ
の
輪
を
市
内
全
部
に
広
げ
て
き
た
。

そ
う
い
う
子
を
持
っ
た
と
い
う
の
で

個
々
で
悩
み
を
自
分
の
胸
の
う
ち
に

し
ま
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
発
散
さ

せ
る
場
所
が
な
い
の
で
、
子
供
よ
り

も
親
が
ま
い
っ
て
し
ま
う
。
親
が
し

っ
か
り
し
た
気
持
を
も
っ
て
明
か
る

く
な
ら
な
い
と
子
供
も
明
か
る
く
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
皆
ん
な
で
集
ま
っ

★
出
席
者
★

諸
里
　
正
典

石
沢
正
二
郎

柳
　
　
実

井
川
　
－
雄

中
村
ま
さ
を

村
山
　
京
子

阿
部
フ
ミ
オ

深
山
　
美
代

　
　
〈
司
会
〉

近
藤
　
哲
雄

（
十
日
町
市
長
）

（
つ
く
し
園
々
長
）

（
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
々
長
）

（
精
神
障
害
者
家
族
会
々
長
）

（
明
窓
会
…
点
訳
奉
仕
V

（
声
の
市
報
提
供
）

（
老
人
福
祉
相
談
員
）

（
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
）

（
市
民
部
長
）

石沢正二郎さん柳実さん

て
悩
み
を
話
し
あ
っ
た
り
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
て
い
る
。

井
川
　
私
の
子
供
が
十
八
歳
の
時
に

発
病
し
た
。
親
は
シ
ョ
ッ
ク
で
生
き

た
心
地
も
し
な
か
っ
た
。
本
人
は
病

気
で
何
も
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
家

族
が
ま
と
ま
っ
て
、
悩
む
も
の
同
志

が
励
ま
し
あ
っ
た
り
、
行
政
に
対
し

て
陳
情
し
た
り
し
よ
う
と
家
族
会
を

作
っ
て
い
る
。
市
内
に
は
、
重
度
か

ら
軽
度
ま
で
約
四
百
人
く
ら
い
患
者

が
い
る
が
、
会
員
は
七
十
七
名
で
あ

る
。
社
会
の
偏
見
と
い
う
よ
り
自
己

の
偏
見
で
隠
そ
う
隠
そ
う
と
し
て
い

て
会
員
が
増
え
な
い
。

中
村
　
明
窓
会
は
点
訳
奉
仕
を
し
て

い
る
団
体
で
会
員
は
十
五
名
、
四
十

八
年
か
ら
活
動
を
し
て
い
る
。
活
動

の
内
容
は
、
四
月
に
盲
人
の
人
達
の

作
っ
た
俳
句
や
短
歌
の
点
訳
、
八
月

に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
四
十
部
。
そ
れ
が

終
る
と
年
賀
状
を
打
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
、
一
冊
の
本
を
全
員
で
分
担

し
て
訳
し
て
い
る
。
皆
ん
な
好
き
で

や
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
な
く
て
大
変
で
す
。
高
田
の
盲
学

校
に
視
察
に
行
っ
て
受
け
た
印
象
は

「
目
の
見
え
る
人
よ
り
も
、
心
が
き

れ
い
で
純
粋
な
ん
だ
な
あ
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
五
体
満
足
な
人
は
、

も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
、

村
山
　
私
は
、
毎
月
発
行
さ
れ
て
い

る
市
報
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
、
目

の
不
自
由
な
人
に
お
届
け
し
て
い
る
。

四
年
く
ら
い
に
な
る
が
な
か
な
か
上

達
し
な
い
．
今
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
つ
な
が
り
が
な
い
の
で
、
何
人
か

の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
勉
強
し
た
い
。

せ
っ
か
く
聞
い
て
い
た
だ
く
の
だ
か

ら
、
聞
き
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
だ
が
、
今
は
手
だ
て

が
な
く
技
術
も
上
達
し
な
い
．

阿
部
　
私
は
老
人
担
当
な
の
で
、
ほ

と
ん
ど
寝
た
き
り
老
人
で
す
。
寝
た

き
り
の
人
が
百
三
名
、
そ
の
う
ち
重

度
で
全
部
を
介
護
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
五
十
五
人
。
そ
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
卒
中
で
す
。
年

を
と
る
と
、
一
人
の
特
定
の
人
に
介

護
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
の
人
だ
け
が
苦
労
し

て
い
る
。
市
で
も
介
護
人
制
度
を
設井川一雄さん中村まさをさん

け
て
い
る
が
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。
よ
そ
の
人
が
入
る
の
を
嫌

っ
て
い
る
。
何
回
か
通
っ
て
い
る
う

ち
に
う
ち
と
け
て
も
ら
え
る
が
、
今

一
番
困
っ
て
い
る
の
が
入
浴
の
事
。

風
呂
場
ま
で
連
れ
て
ゆ
く
の
が
大
変

だ
か
ら
、
今
度
津
南
に
出
来
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
浴
の
場
所
を

解
放
し
て
も
ら
っ
て
月
に
一
回
で
も

二
回
で
も
入
浴
さ
せ
て
や
り
た
い
。

深
山
　
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
と
し
て

身
障
家
庭
を
訪
問
し
て
、
家
事
や
介

護
の
お
世
話
を
し
て
い
る
。
介
護
の

内
容
は
、
洗
た
く
、
掃
除
、
身
の
ま

わ
り
の
世
話
、
買
物
、
通
院
の
介
助

な
ど
で
、
一
回
二
時
間
、
週
に
一
回

か
二
回
訪
問
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
で

訪
問
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
も
、

お
茶
の
み
で
来
て
く
れ
る
の
な
ら
い

つ
来
て
も
ら
っ
て
も
良
い
が
、
仕
事

を
目
的
に
家
に
入
る
こ
と
に
、
最
初
、

家
族
や
障
害
者
の
抵
抗
が
あ
る
。

司
会
　
皆
さ
ん
か
ら
、
活
動
の
実
態

や
会
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
市
長
の
お
考
え
を
、

市
長
　
国
際
障
害
者
年
は
、
国
連
が

中
心
に
な
っ
て
、
各
国
で
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
日
本
で
も
推
進
本
部

を
作
っ
て
、
総
理
大
臣
を
本
部
長
に

し
て
や
っ
て
い
る
。
障
害
者
と
い
う

と
特
殊
な
考
え
を
持
ち
が
ち
だ
が
、

今
の
社
会
は
、
皆
ん
な
が
障
害
者
に

な
り
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

特
殊
な
人
達
の
問
題
と
し
て
で
な
く

市
民
全
部
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味

　
で
先
べ
ん
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て
い

　
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。
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み
ん
な
が
参
加
し
み
ん
な
が
平
等
に

司
会
　
今
年
の
国
際
障
害
者
年
の
テ

ー
マ
が
「
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん

な
が
平
等
に
」
と
い
う
の
で
す
が
。

市
長
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
い
て

い
て
感
ず
る
こ
と
は
、
当
然
、
社
会

が
思
い
や
り
を
持
ち
、
世
の
中
が
思

い
や
り
を
持
つ
の
も
大
切
だ
け
れ
ど

も
、
家
族
の
あ
り
方
、
家
族
の
考
え

方
、
親
子
の
関
係
な
ど
、
家
族
が
き

然
と
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
て
欲

し
い
と
思
う
。
家
族
が
後
ろ
め
た
さ

を
持
っ
て
し
ま
う
と
、
社
会
が
善
意

に
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
が
か
え
っ
て

み
じ
め
な
事
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。

柳
　
あ
る
地
区
に
中
学
三
年
生
の
対

象
の
子
が
い
る
の
で
入
会
す
る
よ
う

に
勧
め
て
も
、
あ
の
会
に
入
る
と
、
家

の
中
に
そ
う
い
う
子
供
が
い
る
と
い

う
の
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

で
入
会
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
最

近
は
、
一
般
の
人
達
も
理
解
が
あ
っ

て
、
私
達
も
開
け
て
き
た
。
昔
は
、

嫁
に
行
け
な
い
、
嫁
の
来
て
が
な
い諸里市長阿部フミオさん

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
私
の
家

に
は
嫁
も
来
た
し
、
娘
も
嫁
に
行
っ

た
。
家
族
が
ひ
が
み
を
持
っ
て
い
る

の
が
一
番
大
き
な
原
因
な
の
で
は
．

市
長
　
市
内
に
は
、
い
く
つ
も
良
い

会
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
い
に
入
会

し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。
弱
い
立
場

の
人
は
、
孤
立
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
弱

く
な
る
。
弱
い
立
場
の
人
ほ
ど
連
帯

し
て
団
結
し
て
強
く
な
る
事
を
考
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん

ど
ん
良
い
会
に
入
会
し
て
社
会
的
に

責
任
の
あ
る
場
に
出
て
ゆ
く
こ
と
だ
．

石
沢
　
重
度
の
障
害
児
の
場
合
は
、

親
が
子
を
投
げ
だ
し
て
し
ま
っ
た
ら

そ
の
子
の
未
来
永
ご
う
を
そ
こ
で
投

げ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
少
し
で
も
可
能
性
を
引
き
出
す
た

め
に
、
対
象
者
は
つ
く
し
園
に
入
所

ざ
せ
て
欲
し
い
。
軽
度
の
場
合
に
は

普
通
学
校
や
特
殊
学
校
に
行
け
る
可

能
性
を
持
っ
た
子
供
達
な
の
だ
か
ら

潜
在
能
力
を
引
き
出
す
努
力
を
家
族

と
一
緒
に
や
り
た
い
．
熱
心
な
保
母

さ
ん
に
も
恵
ま
れ
て
、
い
さ
さ
か
自

信
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
て
い
る
。

障
害
者
の

　
　
立
場
に
な
っ
て

司
会
　
大
き
く
な
ち
な
い
う
ち
に
施

設
に
行
っ
て
い
た
だ
く
と
良
い
の
で

す
が
、
長
年
、
肉
親
だ
け
で
世
話
し

て
い
る
と
手
放
せ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
ね
。

柳
　
そ
の
通
り
で
す
。
つ
く
し
園
に

時
々
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
も
、
子
供

同
志
が
知
り
あ
っ
て
友
だ
ち
に
な
っ

て
い
る
。
仲
間
同
志
の
い
こ
い
の
場

が
必
要
だ
と
特
に
感
じ
ま
す
。

　
川
西
町
の
な
か
ま
の
家
に
、
十
目

町
か
ら
も
行
っ
て
い
る
が
、
最
初
は

バ
又
代
も
か
か
る
し
、
慣
れ
る
ま
で

バ
ス
停
ま
で
送
り
迎
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
な
の
だ
が
、

一
年
も
す
る
と
自
分
で
進
ん
で
行
く

よ
う
に
な
る
。
こ
の
前
の
冬
に
、
雪

で
、
バ
ス
が
こ
な
か
っ
た
時
に
高
田

町
か
ら
川
西
ま
で
ズ
ブ
ぬ
れ
に
な
っ

て
歩
い
た
子
が
い
た
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
か
ら
親
達
も
自
分
の

こ
と
ば
か
り
考
え
な
い
で
、
子
供
の

立
場
に
な
っ
て
、
子
供
の
幸
せ
を
考

え
て
欲
し
い
。
そ
れ
と
、
市
長
に
お

願
い
し
た
い
の
は
、
子
供
の
う
ち
は

ま
だ
行
け
る
施
設
が
あ
る
の
だ
が
、

大
人
に
な
る
と
行
く
と
こ
が
な
い
。

そ
う
い
う
人
達
が
励
ま
し
あ
っ
た
り

慰
め
あ
っ
た
り
す
る
施
設
が
欲
し
い
．

市
長
　
福
祉
施
設
は
、
広
域
的
に
対

応
し
て
い
る
の
で
ど
の
施
設
も
十
日

町
に
も
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
川
西
町
に
は
、
な
か
ま

の
家
、
津
南
町
に
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
十
日
町
で
は
、
今
あ
る

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
つ
く
し
園
の
充

実
と
、
新
し
く
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と

重
度
心
身
障
害
者
の
た
め
の
救
護
施

設
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。

柳
　
つ
く
し
園
の
園
児
に
も
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
の
送
迎
も
考
え
て
欲
し
い
。

や
り
た
い
し
、
行
か
せ
た
い
の
だ
け

れ
ど
も
足
が
な
い
の
で
行
け
な
い
子

供
達
も
い
る
。

井
川
　
精
神
障
害
者
の
場
合
、
病
院

を
で
て
社
会
復
帰
で
き
る
人
が
何
人

も
い
る
の
だ
が
、
受
入
れ
体
制
が
な

い
。
社
会
復
帰
ま
で
、
軽
作
業
を
し

な
が
ら
回
復
を
待
つ
施
設
が
欲
し
い
。

市
長
　
県
の
制
度
で
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム

制
度
と
い
う
の
が
あ
る
．
土
地
を
市

が
提
供
し
て
建
物
は
県
が
造
り
、
中

軽
度
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、
地

場
産
業
と
結
び
つ
い
た
軽
作
業
を
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
近
く

県
に
話
を
し
た
い
。
そ
の
建
物
は
今

年
す
ぐ
に
完
成
と
い
う
わ
け
に
ば
い

か
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
つ
な
ぎ

と
し
て
、
今
年
市
の
遊
休
施
設
の
内

部
を
改
造
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

つ
も
り
で
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
　
援
＊
助
＊
を

石
沢
　
つ
く
し
園
の
場
合
に
は
、
母

子
分
離
を
進
め
る
た
め
に
送
迎
用
の

ラ
イ
ト
バ
ン
を
お
願
い
し
た
い
の
と

も
う
ひ
と
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

援
助
を
お
願
い
し
た
い
。
二
月
か
三

月
頃
に
組
織
が
出
来
る
と
い
う
の
で村山京子さん深山美代さん

　　司会
近藤市民部長

心
強
く
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

市
長
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
、
行

政
が
入
り
す
ぎ
な
い
ほ
う
が
良
い
。

中
村
　
私
も
そ
う
思
う
。
私
が
こ
の

会
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
市
報
に
で

て
い
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
市
報
な
ど
を
通
し

て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

市
長
　
私
の
友
人
の
豊
山
の
奥
さ
ん

が
点
字
の
専
門
家
だ
。
今
度
、
皆
さ

ん
の
会
合
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
声
の
市
報
は
、
ど
う
い
う
形

で
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

村
山
　
市
の
福
祉
事
務
所
か
ら
テ
ー

プ
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
に
吹
き
こ

ん
で
、
そ
れ
を
何
本
か
に
コ
。
ヒ
ー
を

し
て
、
廻
し
聞
き
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
仲
間
が
少
な
く
て
、
お
互

い
に
練
習
す
る
機
会
が
な
く
て
、
な

か
な
か
上
達
し
な
い
ん
で
す
よ
。

中
村
　
仲
間
が
い
な
か
っ
た
り
、
少

い
と
い
う
事
は
ど
う
し
て
も
尻
切
れ

ト
ン
ボ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
明
窓
会

で
は
、
月
二
回
集
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
行
く
と
、
点
字
の
話
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り
が
で
き

る
。
あ
ん
ま
り
気
負
い
過
ぎ
る
と
負

担
に
な
っ
て
長
続
き
し
な
い
の
で
、

自
分
達
の
出
来
る
範
囲
で
地
道
な
活

動
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
今
は
、
辞
書

に
と
り
組
も
う
か
と
い
う
話
も
あ
る
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
化
社
会

に
向
っ
て
、
寝
た
き
り
老
人
は
増
え

る
し
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
に
よ

る
身
障
者
も
増
え
る
。
精
神
障
害
も

社
会
が
複
雑
に
な
っ
て
多
く
な
る
。

阿
部
　
老
人
の
痴
呆
は
本
当
に
困
る
。

市
の
制
度
を
活
用
し
て

深
山
　
民
生
委
員
か
ら
何
度
か
話
が

あ
っ
て
も
訪
問
を
許
し
て
も
ら
え
な

い
家
庭
で
、
そ
の
後
、
夫
婦
と
も
身

の
廻
り
の
世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
訪
問
を
始
め
た
。
数
ヵ
月
後
、

「
こ
ん
な
い
い
制
度
が
あ
る
な
ら
も

っ
と
早
く
利
用
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
。
今
は
、
あ
な
た
な
し
で
は
、
こ

の
家
庭
は
な
り
た
た
な
い
」
と
言
わ

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
家
庭
内
に
別
の

人
が
入
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
が
、
家

族
に
は
、
仕
事
を
し
た
り
、
学
校
に

行
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
が
あ

る
か
ら
遠
慮
な
く
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
欲
し
い
。
奉
仕
員
は
、
家
族
の

一
員
に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

井
川
　
精
神
障
害
者
に
は
福
祉
法
が

な
い
の
で
、
行
政
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
な
い
。
今
年
は
是
非
制
定
し
て
欲

し
い
し
、
市
の
援
助
も
頼
み
た
い
。

市
長
　
障
害
者
の
問
題
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
内
在
さ
れ
て
い
て
、

一
人
一
人
の
ケ
ー
．
ス
が
違
う
。
そ
れ

だ
け
に
む
ず
か
し
い
。
行
政
と
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

前
向
き
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

司
会
　
有
意
義
な
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
障
害
者
の
人
達
が
、
す

こ
し
で
も
生
活
し
や
す
い
社
会
を
作

る
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。



、
b
o
o

8とおガま3’第3種郵便物認・f）昭和56年1月10日

ー
追
放
宣
言
署
名
運
動
ー

　
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
が
一
月

十
日
を
も
っ
て
終
結
し
た
が
、
今
迄

に
な
い
成
果
ど
交
通
関
係
者
は
高
く

評
価
し
て
い
る
．
飲
酒
運
転
追
放
宣

言
署
名
簿
の
取
締
等
地
域
ぐ
る
み
、

事
業
所
ぐ
る
み
で
運
動
が
展
開
さ
れ

十
日
町
警
察
署
に
署
名
簿
提
出
者
が

一
万
人
を
突
破
し
た
。
又
警
察
署
の

年
末
取
締
に
お
い
て
も
、
そ
の
成
果

が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
五
十
四
年
十

二
月
運
動
期
間
中
（
二
十
五
日
現
在
）

で
二
十
六
件
の
飲
酒
運
転
の
検
挙
者

が
あ
っ
た
の
が
五
十
五
年
同
期
で
七

件
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
酒
を
飲
ん
で
も
警
察
に
つ
か
ま
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
安
易
な
気
持
が
、

こ
の
運
動
、
特
に
署
名
簿
を
通
し
て

飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
と
事
故
に
つ

な
が
る
と
い
う
気
持
を
広
く
市
民
一

人
一
人
が
受
け
と
め
た
結
果
で
あ
る

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
．

　
飲
酒
運
転
追
放
運
動
期
間
外
で
も
、

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
の
合
言
葉
の

も
と
「
飲
ん
べ
え
ド
ラ
イ
バ
i
天
国
」

の
汚
名
返
上
に
一
層
の
ご
協
力
と
、

家
庭
内
の
話
し
合
い
、
地
域
ぐ
る
み

の
話
し
合
い
を
存
続
す
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ム
ダ
づ
か
い
を
や
め
、
上
手
に
生

か
し
て
つ
か
う
こ
と
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ひ
と

つ
と
し
て
夢
省
ヱ
ネ
標

語
”
を
次
の
要
綱
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。
、

★
応
募
の
方
法
ー
・
冨
製

　
　
バ

は
が
き
に
ρ
標
語
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
記
入
。

能
で
す
が
．
は
ガ
き
輔
枚
に
つ
い
て

一
点
と
し
ま
零
、

省エネルギー標語

募集！

★
締
切
β

　
昭
和
…
玉
十
み
ハ
年
輔
一
月

三
牽
蝋
鼠
到
着
分
ま
で

有
効
。

騰
篭
》
先

　
〒
九
嚢
嚇
　
新
潟
市

王
大
輩
遷
壽
八

＋
袈
耀
藁
詑
電
力
㈱

　
　
　
　
お
ひ
と
り
何
点
で
も
可
　
　
新
潟
支
震
雀
ヱ
事
榛
語
寡
集
係

　
ジ
ジ
づ
ジ
ジ
ジ
ー
づ
づ
づ
1
5
ジ
づ
づ
ジ
づ
ジ
ジ
づ
づ
ノ
ジ
づ
づ
づ
多
多
多
づ
づ
づ
’
ジ
ジ
づ
づ
ジ
ジ
づ
ジ
づ
づ
ー
ジ
ジ
～
5
づ
づ
ジ
ジ
ジ
ジ
’
づ
ジ
づ
づ
づ
ジ
ジ
～
づ
づ
1
5
づ
づ
づ
チ
ジ
ジ
づ
グ
づ
〆
ジ
’
づ
ジ
づ

　
　
市
の
融
資
制
度
の
貸
付
利
率
が
引
下
げ

　
ー
！
－
’
1
1
！
〆
－
！
ー
ノ
ー
〆
！
－
’
－
’
－

〆
ノ
’
1
1
多
’
づ
づ
づ
フ
’
づ
づ
ニ
ジ
ノ
づ
づ
ジ
づ
づ
づ
ニ
ジ
ジ
ジ
’
ジ
づ
多
5
ジ
ニ
づ
ジ
ジ
ジ
ノ
づ
づ
ノ
づ
づ
づ
づ
づ
づ
’
づ
！
づ
づ
ジ
ジ
ジ
ジ
5
づ
づ
づ
ノ
づ
チ
！
づ
づ
イ

　
　
氾
月
2
0
日
か
ら
？
奎
％
引
下
げ
と
な
り
ま
し
た
の
で
一
層
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大
光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行

　
申
込
先
　
市
商
工
課
（
8
七
－
三
一
二
番
内
線
二
六
六
）
、
市
商
工
会
議
所
（
8
七

　
－
五
一
一
一
番
）
、
水
沢
商
工
会
（
8
八
－
三
〇
三
五
番
）
へ
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

一飲酒運転検挙件数

　　　　　（十日町警察署調）

〈昭和54年〉

●1／1～12／10累言十…292f牛

　　（1日平均0．9件）

●期間中（12／11～12／23〉

　　　　　　　　　・・26件

　　（1目平均2件）

〈昭和55年〉

●1／1～12／10累計…235件

　　（1日平均0．7件）

●期間中（12／11～12／23）

　　　　　　　　　　7件

　　（1日平均0．5件）

　
円
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金
五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

、
ニ
カ
年
以
内

　
年
　
七
・
二
五
％

三
力
年
超
五
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

五
力
年

以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

運
転
資
金

三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
五
〇
％

四
力
年

以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

大
型
店
対
策

資
金

七
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
十
％
以
内
の
額

四
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

四
力
年
超
七
力
年
以
内

　
　
年
　
七
・
七
五
％

七
力
年

以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

商
店
街
等
近

代
化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
か
年
以
内

　
年
　
七
・
二
五
％

三
力
年
超
六
力
年
以
内

　
　
年
　
七
・
五
〇
％

六
力
年

以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
ヵ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

◎
産
業
育
成
資
金

癖
妻
宅
児
憲
範
携

棚紛上手な

　　食べ方
6大ポイント

1
、
壕
辛
“
幾
の
は
、

、
お
米
ぽ
塩
分
と
よ

く
蕨
ム
獄
い
が
あ
う
ご

ひ
が
え
め
繍

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

、
期
間

返
済
方
法

一
3
備
資
金

　
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
二
五
％

（
信
保
付
六
・
七
五
％
）

三
力
年

以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

難
織
辮

套
簿
も
な
戯
圏

犠
ま
ナ
め
で
，
ひ
か

え
欝
に
し
ま
し
轟
う
σ

2
、
油
を
覆
，
た
料
環
を
噺
霧
弩
．
「

冠
鞍
物
瀬
鯵
糠
か
⑱
嚢
戯
ビ
窯
癒
、
・

べ
で
へ
少
な
糖
搬
騰
だ
一
《
輩
毒
湾
灘

騨㌶鱒懸辮硝ト㍑

．
難
難
雛
麟
灘
灘

懇轡

み
、
体
内
で
ゼ
戯
奪
ン
駕
擢
、
、

撫
羅
鰐
き
を
助
伴
ぎ
牽
、
「

驚
欝
翼
妻
堰
霧
塵
灘

　
灘
癖
購
聯
誰
体
緯
．

祷
凝
．
鑑
謄
駅

懸
懸
薯
零
良

離
騰
購
蓉
選

難
縮
鞍
繕
嚢
婁
れ
驚

蕎
灘
を
轡
理
に
、

暴
、
，
華
節
の
野
叢
灘
毒
灘
叢
慧
灘

．
璽
購
繋
欝
襟

募
菰
購
轡
饗
聾
・

．
戴
ネ
撃
継
篠
饗
懸
耀
，
鵬

［
、
癬
慧
繋
婁
藁
総

纏
鳶
灘
婆
総
繕
鱗

濫
蓋
馨
撫
鑑
鱒

、
薮
螂
耀
懸
鞭
饗
蕪
醐
，
　
．

鑑
灘
膿
嚢
麟
灘

蔓
藩
雛
鑛
・
麟
．
鱗
．
鵬

　
“
難
・
’

癬躍、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎
、
、

　
　
簸
熱
藩
蟻
繍

ー
灘
耀
鱗
齢

　
　
灘
鰺

騰
鑛

．
辮
　
諜

　
嶽

懸
・
灘

蕪
．

第3種郵便物認可）昭和56年1月10日とおガ夢お（9）

　
十
日
町
高
校

　
　
　
　
　
（
定
時
制
）

　
　
　
　
　
生
徒
募
集

　
十
日
町
高
等
学
校
（
定
時
制
）
で

は
、
次
の
要
綱
で
、
昭
和
五
十
六
年

度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　
普
通
科
　
一
学
年
　
四
十
名

■
願
書
受
付

　
昭
和
五
十
六
年
■
二
月
二
日
㈲
～

　
　
二
月
九
日
側
　
正
午
ま
で

■
出
願
手
続

　
入
学
願
書
・
受
験
票
・
調
査
票
・

入
学
考
査
料
（
三
百
円
）
を
、
在
学

（
出
身
）
中
学
校
長
を
経
て
、
十
日

町
高
等
学
校
長
へ
提
出

■
入
学
試
験
日
　
三
月
十
六
日
㈲

■
そ
の
他

①
入
学
後
年
間
所
得
百
十
九
万
円

未
満
の
人
に
は
、
国
が
卒
業
ま
で
の

四
年
間
修
学
将
学
金
（
毎
月
七
千
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

②
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
高
等
学

校
（
室
一
－
三
五
七
五
番
）
へ
。

　
　
　
せ
　
～
れ
　
い

　
　
　
ら
　
　
日
ま
　
付

　
　
　
知
　
　
2
生
　
送

　
　
　
お
印
月
日
者
に

　
　
　
の
島
墨
熔

　
　
　
式
m
％
4
市
本

　
　
　
人
月
和
年
当
日

購
糊
％
の
欝

和
日
期
骸
　
　
案
た

昭
十
●
●
　
　
※

博物館資料ありがとうございました

　　　　　　（9月～12月分その2）

下
条
下
組
分
館

増
田
歳
吉

阿
部
　
巌

野
上
　
浩

大
島
幸
作

増
山
ゆ
き

田
村
行
観

村
山
米
治

高
橋
幸
平

遠
藤
滋
久

丸
山
平
六

池
田
正
勝

新
座
庚
申
講
中

村
山
ヨ
シ

（
上
新
田
）

（
北
原
）

（
高
島
一
）

（
太
子
堂
）

（
藤
沢
市
）

（
岩
野
）

（
岩
野
）

（
小
泉
）

（
横
浜
市
V

（
城
之
古
）

（
塚
田
）

（
田
川
町
一
）

訓
練
生
を
募
集

　
十
目
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り
五
十
六
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

●
申
込
受
付
　
三
月
十
五
日
ま
で

（
申
込
書
は
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
。
）

●
申
込
先
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
本
町
六
、
8
二
ー
三
八
〇
三
番
）

　
な
お
、
転
職
訓
練
の
申
込
み
は
、

根
津
輔
男
　
　
（
稲
荷
町
一
〉

松
沢
清
治
　
　
（
丸
山
町
）

小
沢
宗
平
　
　
（
小
泉
）

林
正
弘
（
塩
ノ
又
）

北
鐙
坂
斎
木
講
中

本
山
一
郎
　
　
（
松
之
由
町
V

柳
　
榊
穂
　
禽
島
）

久
保
田
寅
治
（
新
水
〉

太
田
袈
裟
敏
（
北
鐙
坂
）

関
ロ
英
雄

中
林
キ
ミ

庭
野
栄
作

大
島
キ
ク
エ

（
水
口
）

（
若
宮
町
）

（
泉
町
）

（
稲
荷
町
三
）

〈
敬
称
略
〉

i
十
日
町
高
等

　
　
　
職
業
訓
練
校
－

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
．

区分 訓練科名 定員 期　　　　　間 時　　　間

養
成
訓
練

建　築　科
（普通訓練課程）

　入
20 3力年（4月～11月） 週4回　19：00～21：00

建築製図科
（専修訓練課程）

30 6ヵ月（4月～9月） 週4回　19：00～21：00
和文タイプ科
（新設予定）

昼10
夜10 6カ月（4月～9月）

週2・～3回
　翻i器噛i器

成訓
人練
経理事務科 30 6ヵ月（4月～10月） 週2回　13：30～16：00

転
職
訓
練

建　設　科
（型　わ　く）

30 3ヵ月（1月～3月〉 週5回　8：30～15130
配　管　科
（新設予定）

20 3ヵ月（6月～9月） 週5回　8130～15：30

国

｝
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

｝
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箇

㎜
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

副
　
六
箇
地
区
に
は
、
中
村
、
ニ
ツ
屋

｝
塩
之
又
の
三
つ
の
分
館
が
あ
り
ま
す
。

㌦
　
地
域
が
一
本
の
沢
つ
た
い
に
点
在

㌦
し
て
い
る
た
め
分
館
活
動
が
六
箇
地

悩
の
活
動
の
忠
で
す
が
、
現
在
老

副
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
区
館

｝
が
建
設
中
で
あ
り
、
新
年
度
は
立
派

｝
な
新
し
い
建
物
で
の
事
業
を
計
画
し

㌦
「
六
箇
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
の
も
と
に
活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ

一
と
に
し
て
い
ま
す
。

｛
中
村
分
館

㌦
　
●
分
館
長
　
小
杉
　
茂

凹
　
●
主
　
事
　
小
杉
義
一

凹
　
中
村
分
館
は
六
箇
の
沢
の
入
口
で

一
中
村
、
山
谷
、
麻
畑
の
三
部
落
か
ら

認
な
っ
て
お
り
、
川
治
地
区
に
近
い
た

｝
め
中
村
、
山
谷
が
川
治
小
学
校
区
で

一
麻
畑
か
ら
六
箇
小
学
校
区
に
な
っ
て

賞
ま
す
．

一
　
婦
人
対
象
の
事
業
で
は
、
麻
畑
婦

一
人
講
座
で
活
花
を
年
間
通
じ
て
行
っ

｝
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
十
一
名
で

隅
す
が
気
の
合
っ
た
仲
間
で
技
を
み
が

漕
い
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
地
区
の
文

化
祭
に
出
品
し
て
腕
だ
め
し
も
し
て

い
ま
す
。

　
書
き
つ
け
講
座
は
文
化
祭
の
前
に

十
回
行
い
ま
し
た
。

　
手
芸
講
座
は
、
十
月
か
ら
正
月
前

で
十
回
、
参
加
者
は
若
い
人
か
ら
お

と
し
よ
り
ま
で
広
い
層
の
人
達
で
そ

れ
ぞ
れ
自
分
ヒ
合
っ
た
も
の
を
習
っ

て
い
ま
す
。

　
菊
作
り
講
座
は
春
か
ら
秋
に
か
け

て
毎
月
一
回
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
に
は
す
ば
ら
し
い
菊
で
み
な

さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。　

ニ
ッ
屋
分
館

　
●
分
館
長
　
徳
永
義
雄

　
●
主
　
事
俵
山
五
ツ
枝

，
ニ
ツ
屋
分
館
区
は
ニ
ツ
屋
と
船
坂

部
落
で
す
が
、
離
れ
て
い
る
た
め
に

事
業
は
両
部
落
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
編
物
教
室
は
ニ
ツ
屋
分
館
で
冬
場

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
書
き
つ
け
講
座
は
船
坂
を
会
場
に

十
二
月
か
ら
始
め
冬
場
行
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ツ
屋
で
六
箇
地
区
の
「
わ
ら

ぼ
し
通
信
の
つ
ど
い
」
を
行
い
講
演

や
話
合
い
で
有
意
義
な
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

　
塩
之
又
分
館

　
●
分
館
長
　
桑
原
　
武

　
●
主
　
事
　
神
田
　
勲

　
塩
之
又
で
は
今
年
か
ら
民
謡
講
座

を
始
め
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
達
が

分
館
の
一
室
で
楽
し
く
声
を
は
り
上

げ
て
い
ま
す
。
映
画
教
室
や
巡
回
文

庫
も
各
分
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。



、
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ー
追
放
宣
言
署
名
運
動
ー

　
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
が
一
月

十
日
を
も
っ
て
終
結
し
た
が
、
今
迄

に
な
い
成
果
ど
交
通
関
係
者
は
高
く

評
価
し
て
い
る
．
飲
酒
運
転
追
放
宣

言
署
名
簿
の
取
締
等
地
域
ぐ
る
み
、

事
業
所
ぐ
る
み
で
運
動
が
展
開
さ
れ

十
日
町
警
察
署
に
署
名
簿
提
出
者
が

一
万
人
を
突
破
し
た
。
又
警
察
署
の

年
末
取
締
に
お
い
て
も
、
そ
の
成
果

が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
五
十
四
年
十

二
月
運
動
期
間
中
（
二
十
五
日
現
在
）

で
二
十
六
件
の
飲
酒
運
転
の
検
挙
者

が
あ
っ
た
の
が
五
十
五
年
同
期
で
七

件
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　
酒
を
飲
ん
で
も
警
察
に
つ
か
ま
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
安
易
な
気
持
が
、

こ
の
運
動
、
特
に
署
名
簿
を
通
し
て

飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
と
事
故
に
つ

な
が
る
と
い
う
気
持
を
広
く
市
民
一

人
一
人
が
受
け
と
め
た
結
果
で
あ
る

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
．

　
飲
酒
運
転
追
放
運
動
期
間
外
で
も
、

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
の
合
言
葉
の

も
と
「
飲
ん
べ
え
ド
ラ
イ
バ
i
天
国
」

の
汚
名
返
上
に
一
層
の
ご
協
力
と
、

家
庭
内
の
話
し
合
い
、
地
域
ぐ
る
み

の
話
し
合
い
を
存
続
す
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ム
ダ
づ
か
い
を
や
め
、
上
手
に
生

か
し
て
つ
か
う
こ
と
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ひ
と

つ
と
し
て
夢
省
ヱ
ネ
標

語
”
を
次
の
要
綱
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。
、

★
応
募
の
方
法
ー
・
冨
製

　
　
バ

は
が
き
に
ρ
標
語
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
記
入
。

能
で
す
が
．
は
ガ
き
輔
枚
に
つ
い
て

一
点
と
し
ま
零
、

省エネルギー標語

募集！

★
締
切
β

　
昭
和
…
玉
十
み
ハ
年
輔
一
月

三
牽
蝋
鼠
到
着
分
ま
で

有
効
。

騰
篭
》
先

　
〒
九
嚢
嚇
　
新
潟
市

王
大
輩
遷
壽
八

＋
袈
耀
藁
詑
電
力
㈱

　
　
　
　
お
ひ
と
り
何
点
で
も
可
　
　
新
潟
支
震
雀
ヱ
事
榛
語
寡
集
係

　
ジ
ジ
づ
ジ
ジ
ジ
ー
づ
づ
づ
1
5
ジ
づ
づ
ジ
づ
ジ
ジ
づ
づ
ノ
ジ
づ
づ
づ
多
多
多
づ
づ
づ
’
ジ
ジ
づ
づ
ジ
ジ
づ
ジ
づ
づ
ー
ジ
ジ
～
5
づ
づ
ジ
ジ
ジ
ジ
’
づ
ジ
づ
づ
づ
ジ
ジ
～
づ
づ
1
5
づ
づ
づ
チ
ジ
ジ
づ
グ
づ
〆
ジ
’
づ
ジ
づ

　
　
市
の
融
資
制
度
の
貸
付
利
率
が
引
下
げ

　
ー
！
－
’
1
1
！
〆
－
！
ー
ノ
ー
〆
！
－
’
－
’
－

〆
ノ
’
1
1
多
’
づ
づ
づ
フ
’
づ
づ
ニ
ジ
ノ
づ
づ
ジ
づ
づ
づ
ニ
ジ
ジ
ジ
’
ジ
づ
多
5
ジ
ニ
づ
ジ
ジ
ジ
ノ
づ
づ
ノ
づ
づ
づ
づ
づ
づ
’
づ
！
づ
づ
ジ
ジ
ジ
ジ
5
づ
づ
づ
ノ
づ
チ
！
づ
づ
イ

　
　
氾
月
2
0
日
か
ら
？
奎
％
引
下
げ
と
な
り
ま
し
た
の
で
一
層
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
取
扱
金
融
機
関
　
県
信
用
組
合
、
大
光
相
互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行

　
申
込
先
　
市
商
工
課
（
8
七
－
三
一
二
番
内
線
二
六
六
）
、
市
商
工
会
議
所
（
8
七

　
－
五
一
一
一
番
）
、
水
沢
商
工
会
（
8
八
－
三
〇
三
五
番
）
へ
。

◎
中
小
企
業
振
興
資
金

一飲酒運転検挙件数

　　　　　（十日町警察署調）

〈昭和54年〉

●1／1～12／10累言十…292f牛

　　（1日平均0．9件）

●期間中（12／11～12／23〉

　　　　　　　　　・・26件

　　（1目平均2件）

〈昭和55年〉

●1／1～12／10累計…235件

　　（1日平均0．7件）

●期間中（12／11～12／23）

　　　　　　　　　　7件

　　（1日平均0．5件）

　
円
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

済
期
間

返
済
方
法

設
備
資
金
五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

、
ニ
カ
年
以
内

　
年
　
七
・
二
五
％

三
力
年
超
五
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

五
力
年

以
内

五
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

運
転
資
金

三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
五
〇
％

四
力
年

以
内

四
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

大
型
店
対
策

資
金

七
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
十
％
以
内
の
額

四
力
年
以
内

　
年
　
七
・
五
〇
％

四
力
年
超
七
力
年
以
内

　
　
年
　
七
・
七
五
％

七
力
年

以
内

七
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
カ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

商
店
街
等
近

代
化
資
金

五
〇
〇
万
円
以
内

所
要
資
金
の

（
　
　
　
　
　
　
　
）

八
○
％
以
内
の
額

三
か
年
以
内

　
年
　
七
・
二
五
％

三
力
年
超
六
力
年
以
内

　
　
年
　
七
・
五
〇
％

六
力
年

以
内

六
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

　
六
ヵ
月
以
内
据

（
　
　
　
　
　
）

　
置
を
含
む

◎
産
業
育
成
資
金

癖
妻
宅
児
憲
範
携

棚紛上手な

　　食べ方
6大ポイント

1
、
壕
辛
“
幾
の
は
、

、
お
米
ぽ
塩
分
と
よ

く
蕨
ム
獄
い
が
あ
う
ご

ひ
が
え
め
繍

資
金
の
種
類

貸
付
金
額

貸
付
利
率

、
期
間

返
済
方
法

一
3
備
資
金

　
転
資
金
三
〇
〇
万
円
以
内

年
　
七
・
二
五
％

（
信
保
付
六
・
七
五
％
）

三
力
年

以
内

三
ヵ
月
一
括
又
は

三
力
年
以
内
月
賦

均
等
返
済

難
織
辮

套
簿
も
な
戯
圏

犠
ま
ナ
め
で
，
ひ
か

え
欝
に
し
ま
し
轟
う
σ

2
、
油
を
覆
，
た
料
環
を
噺
霧
弩
．
「

冠
鞍
物
瀬
鯵
糠
か
⑱
嚢
戯
ビ
窯
癒
、
・

べ
で
へ
少
な
糖
搬
騰
だ
一
《
輩
毒
湾
灘

騨㌶鱒懸辮硝ト㍑

．
難
難
雛
麟
灘
灘

懇轡

み
、
体
内
で
ゼ
戯
奪
ン
駕
擢
、
、

撫
羅
鰐
き
を
助
伴
ぎ
牽
、
「

驚
欝
翼
妻
堰
霧
塵
灘

　
灘
癖
購
聯
誰
体
緯
．

祷
凝
．
鑑
謄
駅

懸
懸
薯
零
良

離
騰
購
蓉
選

難
縮
鞍
繕
嚢
婁
れ
驚

蕎
灘
を
轡
理
に
、

暴
、
，
華
節
の
野
叢
灘
毒
灘
叢
慧
灘

．
璽
購
繋
欝
襟

募
菰
購
轡
饗
聾
・

．
戴
ネ
撃
継
篠
饗
懸
耀
，
鵬

［
、
癬
慧
繋
婁
藁
総

纏
鳶
灘
婆
総
繕
鱗

濫
蓋
馨
撫
鑑
鱒

、
薮
螂
耀
懸
鞭
饗
蕪
醐
，
　
．

鑑
灘
膿
嚢
麟
灘

蔓
藩
雛
鑛
・
麟
．
鱗
．
鵬

　
“
難
・
’

癬躍、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎
、
、

　
　
簸
熱
藩
蟻
繍

ー
灘
耀
鱗
齢

　
　
灘
鰺

騰
鑛

．
辮
　
諜

　
嶽

懸
・
灘

蕪
．
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十
日
町
高
校

　
　
　
　
　
（
定
時
制
）

　
　
　
　
　
生
徒
募
集

　
十
日
町
高
等
学
校
（
定
時
制
）
で

は
、
次
の
要
綱
で
、
昭
和
五
十
六
年

度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　
普
通
科
　
一
学
年
　
四
十
名

■
願
書
受
付

　
昭
和
五
十
六
年
■
二
月
二
日
㈲
～

　
　
二
月
九
日
側
　
正
午
ま
で

■
出
願
手
続

　
入
学
願
書
・
受
験
票
・
調
査
票
・

入
学
考
査
料
（
三
百
円
）
を
、
在
学

（
出
身
）
中
学
校
長
を
経
て
、
十
日

町
高
等
学
校
長
へ
提
出

■
入
学
試
験
日
　
三
月
十
六
日
㈲

■
そ
の
他

①
入
学
後
年
間
所
得
百
十
九
万
円

未
満
の
人
に
は
、
国
が
卒
業
ま
で
の

四
年
間
修
学
将
学
金
（
毎
月
七
千
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

②
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
高
等
学

校
（
室
一
－
三
五
七
五
番
）
へ
。

　
　
　
せ
　
～
れ
　
い

　
　
　
ら
　
　
日
ま
　
付

　
　
　
知
　
　
2
生
　
送

　
　
　
お
印
月
日
者
に

　
　
　
の
島
墨
熔

　
　
　
式
m
％
4
市
本

　
　
　
人
月
和
年
当
日

購
糊
％
の
欝

和
日
期
骸
　
　
案
た

昭
十
●
●
　
　
※

博物館資料ありがとうございました

　　　　　　（9月～12月分その2）

下
条
下
組
分
館

増
田
歳
吉

阿
部
　
巌

野
上
　
浩

大
島
幸
作

増
山
ゆ
き

田
村
行
観

村
山
米
治

高
橋
幸
平

遠
藤
滋
久

丸
山
平
六

池
田
正
勝

新
座
庚
申
講
中

村
山
ヨ
シ

（
上
新
田
）

（
北
原
）

（
高
島
一
）

（
太
子
堂
）

（
藤
沢
市
）

（
岩
野
）

（
岩
野
）

（
小
泉
）

（
横
浜
市
V

（
城
之
古
）

（
塚
田
）

（
田
川
町
一
）

訓
練
生
を
募
集

　
十
目
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

つ
ぎ
の
要
綱
に
よ
り
五
十
六
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

●
申
込
受
付
　
三
月
十
五
日
ま
で

（
申
込
書
は
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
。
）

●
申
込
先
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
本
町
六
、
8
二
ー
三
八
〇
三
番
）

　
な
お
、
転
職
訓
練
の
申
込
み
は
、

根
津
輔
男
　
　
（
稲
荷
町
一
〉

松
沢
清
治
　
　
（
丸
山
町
）

小
沢
宗
平
　
　
（
小
泉
）

林
正
弘
（
塩
ノ
又
）

北
鐙
坂
斎
木
講
中

本
山
一
郎
　
　
（
松
之
由
町
V

柳
　
榊
穂
　
禽
島
）

久
保
田
寅
治
（
新
水
〉

太
田
袈
裟
敏
（
北
鐙
坂
）

関
ロ
英
雄

中
林
キ
ミ

庭
野
栄
作

大
島
キ
ク
エ

（
水
口
）

（
若
宮
町
）

（
泉
町
）

（
稲
荷
町
三
）

〈
敬
称
略
〉

i
十
日
町
高
等

　
　
　
職
業
訓
練
校
－

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
．

区分 訓練科名 定員 期　　　　　間 時　　　間

養
成
訓
練

建　築　科
（普通訓練課程）

　入
20 3力年（4月～11月） 週4回　19：00～21：00

建築製図科
（専修訓練課程）

30 6ヵ月（4月～9月） 週4回　19：00～21：00
和文タイプ科
（新設予定）

昼10
夜10 6カ月（4月～9月）

週2・～3回
　翻i器噛i器

成訓
人練
経理事務科 30 6ヵ月（4月～10月） 週2回　13：30～16：00

転
職
訓
練

建　設　科
（型　わ　く）

30 3ヵ月（1月～3月〉 週5回　8：30～15130
配　管　科
（新設予定）

20 3ヵ月（6月～9月） 週5回　8130～15：30

国

｝
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

｝
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箇

㎜
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

副
　
六
箇
地
区
に
は
、
中
村
、
ニ
ツ
屋

｝
塩
之
又
の
三
つ
の
分
館
が
あ
り
ま
す
。

㌦
　
地
域
が
一
本
の
沢
つ
た
い
に
点
在

㌦
し
て
い
る
た
め
分
館
活
動
が
六
箇
地

悩
の
活
動
の
忠
で
す
が
、
現
在
老

副
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
区
館

｝
が
建
設
中
で
あ
り
、
新
年
度
は
立
派

｝
な
新
し
い
建
物
で
の
事
業
を
計
画
し

㌦
「
六
箇
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
の
も
と
に
活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ

一
と
に
し
て
い
ま
す
。

｛
中
村
分
館

㌦
　
●
分
館
長
　
小
杉
　
茂

凹
　
●
主
　
事
　
小
杉
義
一

凹
　
中
村
分
館
は
六
箇
の
沢
の
入
口
で

一
中
村
、
山
谷
、
麻
畑
の
三
部
落
か
ら

認
な
っ
て
お
り
、
川
治
地
区
に
近
い
た

｝
め
中
村
、
山
谷
が
川
治
小
学
校
区
で

一
麻
畑
か
ら
六
箇
小
学
校
区
に
な
っ
て

賞
ま
す
．

一
　
婦
人
対
象
の
事
業
で
は
、
麻
畑
婦

一
人
講
座
で
活
花
を
年
間
通
じ
て
行
っ

｝
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
十
一
名
で

隅
す
が
気
の
合
っ
た
仲
間
で
技
を
み
が

漕
い
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
地
区
の
文

化
祭
に
出
品
し
て
腕
だ
め
し
も
し
て

い
ま
す
。

　
書
き
つ
け
講
座
は
文
化
祭
の
前
に

十
回
行
い
ま
し
た
。

　
手
芸
講
座
は
、
十
月
か
ら
正
月
前

で
十
回
、
参
加
者
は
若
い
人
か
ら
お

と
し
よ
り
ま
で
広
い
層
の
人
達
で
そ

れ
ぞ
れ
自
分
ヒ
合
っ
た
も
の
を
習
っ

て
い
ま
す
。

　
菊
作
り
講
座
は
春
か
ら
秋
に
か
け

て
毎
月
一
回
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
に
は
す
ば
ら
し
い
菊
で
み
な

さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。　

ニ
ッ
屋
分
館

　
●
分
館
長
　
徳
永
義
雄

　
●
主
　
事
俵
山
五
ツ
枝

，
ニ
ツ
屋
分
館
区
は
ニ
ツ
屋
と
船
坂

部
落
で
す
が
、
離
れ
て
い
る
た
め
に

事
業
は
両
部
落
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
編
物
教
室
は
ニ
ツ
屋
分
館
で
冬
場

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
書
き
つ
け
講
座
は
船
坂
を
会
場
に

十
二
月
か
ら
始
め
冬
場
行
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ツ
屋
で
六
箇
地
区
の
「
わ
ら

ぼ
し
通
信
の
つ
ど
い
」
を
行
い
講
演

や
話
合
い
で
有
意
義
な
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

　
塩
之
又
分
館

　
●
分
館
長
　
桑
原
　
武

　
●
主
　
事
　
神
田
　
勲

　
塩
之
又
で
は
今
年
か
ら
民
謡
講
座

を
始
め
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
達
が

分
館
の
一
室
で
楽
し
く
声
を
は
り
上

げ
て
い
ま
す
。
映
画
教
室
や
巡
回
文

庫
も
各
分
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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、
　
講
鶉
学

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
十
日
町
市
奨
学
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
昭
和
五
十
六
年
度
に
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学

中
の
人
で
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
。

　
ω
、
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る

世
帯
の
子
弟
　
ω
学
業
成
績
が
優
秀

と
認
め
ら
れ
る
人
、
㈹
経
済
的
な
理

由
で
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
人
、

＠
心
身
共
に
健
全
な
人

奨
学
金
の
額
（
月
額
）
　
高
校
、
高

専
（
五
千
円
）
、
短
大
、
大
学
（
一

万
千
円
）

貸
与
期
間
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
か

ら
、
そ
の
人
の
在
学
す
る
学
校
の
最

短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で
。

採
用
予
定
者
数
　
高
校
、
高
専
（
十

二
名
）
、
短
大
、
大
学
（
八
名
）

出
願
書
類
　
奨
学
金
貸
与
願
書
、
在

学
学
校
長
推
せ
ん
書
（
成
績
証
明
書

生
募
畷
藻
霧

鱗
駐
、
講
駁
譲
麟

所
得
証
明
書

書
類
の
提
出
先
　
二
月
二
十
日
囲
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
（
3
七
－
一
三

一
一
番
内
線
二
七
二
）
へ
。

そ
の
他
　
三
月
上
旬
に
奨
学
生
を
決

定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

慧灘欝

懸
鞭

　
▼
一
月
二
十
七
日
図
　
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
、
山
本
一
丁
目
の
一
部

川
治
下
町
第
一
・
第
二
、
川
治
下
町

第
三
の
一
部
、
妻
有
町
東
一
丁
目
の

一
部
、
妻
有
町
東
二
丁
目
の
一
部
、

▼
一
月
二
十
八
日
困
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
田
中
町
西
の
一
部

▼
一
月
三
十
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
田
中
町
本
通
り
の
一

部
、
上
川
町
の
一
部
、
本
町
六
丁
目

一
の
一
部
、
本
町
六
丁
目
二
の
一
部

本
町
六
丁
目
三
、
本
町
七
丁
目
一
の

一
部
、
▼
二
月
三
日
図
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
一
丁
目
の

一
部
、
山
本
二
丁
目
、
山
本
三
丁
目

の
一
部
、
山
本
四
丁
目
の
一
部
、
河

内
町
の
一
部
、
千
歳
町
一
丁
目
の
一

部
、
▼
二
月
五
日
困
午
前
十
時
～
午

後
二
時
ま
で
、
原
、
岩
野
、
山
際
、

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
大
井
田
民
｝
襲
云
　
二
万
円
　
▼

太
田
寿
一
（
稲
荷
町
西
）
三
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
春
川
（
新
座
）
五
千

円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円

▼
庭
野
弘
（
高
田
町
一
）
十
万
円
…

香
典
返
し
　
▼
励
ま
す
会
代
表
小
林

力
三
　
一
万
八
百
二
十
円
　
▼
太
田

幸
雄
（
北
鐙
坂
三
）
二
万
円
　
▼
佐
藤

実
（
昭
和
町
一
）
四
千
六
百
二
十
六

円
　
▼
桜
井
益
二
（
宇
田
ケ
沢
）
二

万
円
…
香
典
返
し
　
▼
阿
部
（
大
黒

沢
一
）
千
円
　
▼
十
日
町
実
業
高
校

第
五
回
卒
業
生
い
つ
み
会
　
七
千
五

百
四
十
円

菱欝塗⑩鋤
～豚肉の野菜巻き～

作り方
（1）長葱は15cm位の長さにき

　り、豚肉を斜めにおき、

　長葱をらせん状に巻き糸

　でしばる。

（2）フライパンに油大さじ1

　～1．5を熱し、強火でころ

　がし乍ら肉に焼色をつけ

　る（やきすぎぬ事）

（3）油をすて、肉をとり出す．

　たれの材料を同じフライ

　パンで煮たて、ちょ一）と

■材料と分量（4人分）

分量
2509
（中2本1）2509

大さじ3
大さじ3

大さじ1

大さじ1

大さじ1～1．5

少々
適宜

材料
　
　
糖
ゆ

　
　
　
う
　
ん
　
子

切
　
　
　
よ
　
り
　
辛
糸

す
葱
砂
し
酒
み
油
糖
綿

う
　
〔
め
味
木

豚
長
た
　
れ
妙
七
白

　　　　　　　　　　　　　煮つまったら肉をもどし

中火でゆすり乍ら、ほとんど汁気がなくなる迄煮つめ、

七味糖辛子を振りあおいで艶を出す。

冬②星座
　　　　　　　呼＋嵩マン珂

、
、
の
瑳
座
　
　
　
　
ア
フ
向
か

，
．
痛
隔
し
葎
，

ぞ
う
い
え

ぞ
う
虜
．
あ
点

オ
，
才
γ
じ
σ

｝
礎
向
う

　　　　蕪
謹難

広報協力員

　
　
　
　
　
葱
青

　
　
　
と
　
　
　
き

　
O
大
変
な
豪
雪
で
す
。

㎝
、
一
番
多
い
東
枯
木
又
で
は
三
百

三
十
㎝
に
達
し
、
昭
和
二
十
年
の

し
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
三
件
、

工
場
倒
壊
二
件
、
床
下
・
床
上
浸
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、

　
　
　
市
長
を
本
部
長
と
す
る
雪
害

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
が
、
各
地
で
市
民
生
活
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に

　
　
　
　
　
除
雪
の
さ
ま
た
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
厳
し
い
冬
は

　
　
　
　
　
お
互
い
の
立
場
を
考
え

豪
雪
に
つ
ぐ
積
雪
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
各
地
で
事
故
が
続
発

O　　　　　一コツー
大あ（1）豚肉は出来るだけうすい物を選び、重ねて巻く様にす
変
なと　　るとやわらかでおいしい。

蘂が（2）葱の太い物はニツ割り1こして使う（外皮がこわいので〉

ヨ
でき　　青い部分も使える・
玄＊（3）たれをからませる時は中火の事、大き目のフライパンを

一箭　　使い・ゆすり乍ら又適当に水分を蒸発させ乍らたれをか
月　　　らませる。弱火だと肉がやせパサパサになる。
七
日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井環〉

蘭
現
在
で
山
の
試
験
地
で
二
百
四
＋
二

　イラスト

鈴　木

　ヘ　　　　　　　　　　　　

ー　写真　　　写真
庭野泰明樋口信二

十
件
が
起
っ
て
い
ま
す
。

五
日
、

対
策
本
部
を
設
置
し
、

大
き
な
支
障
が
で
て
い
ま
す
。

除
雪
し
た
直
後
の
道
路
へ
の
屋
根
の

雪
お
ろ
し
や
、

な
る
違
法
駐
車
に
は
ホ
ト
ホ
ト
手
を

焼
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

た
野
い
市
民
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／世帯数…12，067／推計人ロ…49，538人（男24，191人・25，347人）※基本台帳人ロ50，092人（12月1日現在）
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議

嚢義鵜
鋤醐墜

鑑織
麟輪医

騰

・灘

㌃ヂ

韓鋤

、
、

　1月の積雪深では最高372cm（1月22日十日
町試験場）、東枯木又地区では600cmをも越えた

　　今冬の異常豪雪は、市民生活に大きな被
害をもたらしました。
　この“白魔とのたたかい“もまた、かつて
ない棲惨なもグ）でしたが、今月は、56豪雪を
“雪害““闘雪“憶克雪“の3つテーマの中でス

ナップ写真をご紹介します．

』白魔紛夷たガ㌧＼
＼


